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人口人口とと世帯数世帯数
１６年２月末（前月比）

(-2)25,689人　口
(-1)13,446女
(-1)12,243男

(1)21,672富良野

(1)2,653山　部

(-4)1,364東　山

(4)10,602世帯数

(1)9,150富良野

(1)1,045山　部

(2)407東　山
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占冠村
占冠産山菜製品を
食べませんか？

　占冠の自然、その懐の深さに育まれた山
の恵みの山菜。山からの贈り物である山菜
の野趣あふれる風味を損なうことなく加
工した「ふきクッキー」や、野生動物のえ
ぞ鹿の風味を満喫できる「鹿肉ジャー
キー」「鹿肉スモーク」は、食べてみる価
値あり！
　占冠の大自然を思い浮かべながらお召
し上がりください。
�問 山村産業振興公社　�５６－２８３２

中富良野町
花と緑あふれる森で遊ぼう

　北星山町営ラベンダー園の上にある森
林公園が、５月１日にオープンします（予
定）。
公園にはフィールドアスレチック、テニ
スコート、キャンプ場、バンガローなど
が設置されています。家族みんなでお楽
しみください。

�問 企画振興課　�４４－２１２１

上富良野町
パークゴルフ場

　　  ４月２４日�土 オープン　
　十勝岳連峰と日の出公園のラベンダー
畑を背景に、素晴らしいロケーションに恵
まれた３コース（２７ホール）。スロープ付き
のスタート台、通路やコースにも段差はな
く、全コースバリアフリーになっています。
子どもからお年寄りまで、一緒にプレーを
楽しんでみてください
�問 上富良野町パークゴルフ場
　　　　　　　�45－1189

南富良野町
かなやま湖森林公園

　４月２４日�土 オープン
　充実した設備と絶好のロケーションで
知られる「湖畔キャンプ場」と「オート
キャンプ場」（5月1日から）のほか、テニ
スコートやゴーカート、遊具も整った森
林公園がオープンします。
　新緑の芝生と湖畔にそよぐ春風がみな
さんのお越しをお待ちしています。
�問 企画商工課　�５２－２１１５

Contents目 次

今月の表紙

「なかよし」

天日守さん撮影
昼休み時間、

１年生が６年生のお姉さんに
甘えてぶら下がっている
ほほえましい瞬間を
とらえました。

（評）上級生におぶさった
子の表情に

インパクトがあり
仲のよさが画面から
伝わってきます。
立て位置の構図が
成功しています。（森）

表紙を飾る写真を募集中！
（詳しくは２８ページ）

じ ん

4月号こうほう



こうほう No.5113

ともにともに考え考え
ともともに行動するまちづくりに行動するまちづくり

▲第１回市議会定例会で
　市政執行方針を述べる高田市長

（２.１％）１２８億９,０００万円一 般 会 計

（６.２％）２６億７,５００万円国民健康保険

（１.６％）１４億５,０８０万円介 護 保 険

（▲８.７％）３０億４,７２０万円老 人 保 健

（▲９.０％）２,８２０万円公設卸売市場

（▲１６.０％）９億４,９５０万円下 水 道 事 業

（▲２.４％）１億３,２５０万円簡易水道事業

（▲１５.３％）６億２,９６０万円水 道 事 業

（▲１０.７％）８億５,６３０万円ワ イ ン 事 業

平成１６年度 会計別予算額

総額 ２２６億５,９１０万円
（前年度比１.１％減）

高田市長は、第１回市議会定例会で、「市民が
主役」のまちづくりを基本理念に、開かれた
市政を進めるため、市民との対話を通して

「ともに考え、ともに行動す
る」まちづくりへの取り組
みなど今年度の市政を担う
決意を述べました。
平成１６年度の市政執行方針
と予算の概要をお知らせし
ます。

問い合わせ
■市政執行方針　　　企画振興課　�３９～２３０４
■教育行政執行方針　教育委員会　�３９～２３２０
■予　算　　　　　　財　政　課　�３９～２３０６

平成16年度　　まちのしごと
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国
と
地
方
の
財
政
状
況
は
、
年
を
追

う
ご
と
に
そ
の
厳
し
さ
を
増
す
と
と
も

に
、
国
と
地
方
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ

と
を
基
本
に
、
国
庫
補
助
負
担
金
、
地

方
交
付
税
、
税
源
移
譲
の
三
位
一
体
改

革
が
推
進
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
自
治
体

の
将
来
に
大
き
く
か
か
わ
る
改
革
が
進

め
ら
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
真
の
地
方
分

権
型
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
自
己
決

定
・
自
己
責
任
の
も
と
、
ス
ピ
ー
デ
ィ

な
政
策
展
開
を
進
め
、
個
性
あ
る
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
創
意
工
夫
す
る
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
市
政
の
重
責
を
担
っ
て
以
来
、

「
市
民
が
主
役
」の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本

理
念
と
し
て
、
自
治
体
経
営
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
市
民
参
加
・
行
財
政
改

革
・
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
公
平
で
公

正
な
行
政
の
推
進
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、

情
報
の
共
有
に
よ
る
開
か
れ
た
市
政
を

進
め
る
た
め
、
市
民
と
の
対
話
を
通
し

て
「
と
も
に
考
え
、
と
も
に
行
動
す
る
」

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

世
紀
は
、
未
来
の
展
望
を
自
ら
の

２１
手
で
切
り
拓
い
て
い
く
時
代
で
す
。

　

今
、
何
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
の
活

動
や
サ
ー
ビ
ス
を
誰
が
担
う
の
か
、
ま

た
、
未
来
の
担
い
手
の
た
め
に
何
を
残

す
べ
き
な
の
か
を
、
市
民
と
行
政
が
対

話
を
重
ね
な
が
ら
、
自
ら
の
足
元
を
見

つ
め
直
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
富
良

野
の
未
来
に
誇
り
と
希
望
を
持
っ
て
、

力
を
ひ
と
つ
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
ふ
ら
の
新
次
代
を

１６

ひ
ら
く
富
良
野
市
総
合
計
画
の
第
４
年

次
で
あ
り
ま
す
が
、
地
方
交
付
税
や
各

種
補
助
金
の
削
減
に
よ
り
、
一
層
厳
し

い
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

実
施
計
画
前
期
５
カ
年
の
最
終
年
度
で

あ
る
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
の

１７

２２

６
カ
年
を
中
期
・
後
期
の
３
カ
年
に
分

割
し
、
実
施
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

　

新
た
な
時
代
の
新
た
な
挑
戦
に
向
け
、

行
財
政
の
簡
素
効
率
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、「
安
全
・
安
心
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
施
策
や
、
生

活
基
盤
の
整
備
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
は
じ
め
、
ク
リ
ー
ン
農
業
の
推
進
、

人
材
の
育
成
な
ど
に
、
全
力
を
あ
げ
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
圏
域
町
村
の
主
体
性
を
尊
重
し
つ

つ
、
長
期
的
・
広
域
的
な
視
野
に
立
ち
、

よ
り
密
接
な
連
携
と
協
力
の
も
と
、
圏

域
の
一
体
的
な
発
展
に
努
め
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
を
巡
る
情
勢
が
刻
々
と

   平成16年度  まちのしごと 　　

基
本
的
な
考
え
方

市
政
執
行
方
針

民生費民生費（２２.８％）（２２.８％）
２９３,２８８２９３,２８８

土木費土木費（１９.４％）（１９.４％）
２５０,３９９２５０,３９９

衛生費衛生費（８.８％（８.８％））
１１３,０８４１１３,０８４

教育費教育費（９.４％）（９.４％）
１２０,９３０１２０,９３０

農林業費農林業費（８.３％）（８.３％）
１０６,５７３１０６,５７３

平成１６年度一般会計平成１６年度一般会計　　　　　　１２８１２８億億9,0009,000万円万円

地方交付税地方交付税（３６.５％）（３６.５％）
４７１,００９４７１,００９

市税市税（１７.１％）（１７.１％）
２２０,０５５２２０,０５５

国庫支出金国庫支出金（１０.９％）（１０.９％）
１４０,３４７１４０,３４７

市債市債（９.３％）（９.３％）
１１９,９６０１１９,９６０

道支出金道支出金（６.９％）（６.９％）
８８,３６２８８,３６２

諸収入諸収入（４.６％）（４.６％）
５９,７７９５９,７７９

その他その他（１４.７％）（１４.７％）
１８９,４８８１８９,４８８

総務費総務費（９.０％）（９.０％）
１１５,６４１１１５,６４１

消防費消防費（３.７％）（３.７％）
４７,７４８４７,７４８

商工費商工費（３.１％）（３.１％）
３９,７４６３９,７４６

議会費議会費
労働費労働費
予備費予備費

１７,８９７（１.４％）１７,８９７（１.４％）
７,６８３（０.６％）７,６８３（０.６％）
１,０００（０.１％）１,０００（０.１％）

公債費公債費（１３.６％）（１３.６％）
１７５,０１１１７５,０１１

単位：万円
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変
化
す
る
中
で
、
圏
域
町
村
と
の
合
併

協
議
の
扉
は
閉
ざ
す
こ
と
な
く
、
現
状

と
し
て
は
、
単
独
自
治
体
と
し
て
の
行

政
運
営
を
進
め
ま
す
。

　

富
良
野
２
世
紀
へ
引
き
継
ぐ
豊
か
な

ま
ち
を
創
造
す
る
た
め
、
平
成　

年
度

１０

よ
り
進
め
て
き
ま
し
た
「
へ
そ
の
ま
ち

の
へ
そ
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
中
心
市
街

地
活
性
化
事
業
を
、
地
権
者
・
商
業
者
・

関
係
団
体
と
一
体
的
、
有
機
的
な
連
携

を
も
っ
て
推
進
し
ま
す
。

　

駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
、
家
屋
調
査
・
移

転
補
償
及
び
区
画
道
路
整
備
を
行
い
、

街
路
事
業
と
し
て
は
、
駅
前
広
場
整
備

事
業
並
び
に
朝
日
通
道
路
改
良
事
業
の

移
転
補
償
を
進
め
ま
す
。

　

駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
、
富
良
野
駅
前
再
開

発
株
式
会
社
が
施
行
者
と
な
り
、
再
開

発
ビ
ル
の
建
設
に
着
工
し
ま
す
。

　

再
開
発
ビ
ル
は
、
高
齢
社
会
に
お
け

る
健
康
づ
く
り
や
地
域
交
流
の
拠
点
と

し
て
通
年
活
用
で
き
る
「
健
康
増
進
型

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」、市
民
の
消
費
生

活
や
地
産
地
消
に
よ
る
地
元
農
産
物
な

ど
の
購
買
の
場
と
し
て
の
「
商
業
核
施

設
」、
新
規
事
業
参
入
者
を
育
成
す
る

「
小
店
舗
」、
定
住
促
進
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
る「
公
営
住
宅
」

を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

活
力
と
賑
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街
地
活

性
化
の
柱
と
な
る
も
の
で
す
。

　

商
業
な
ど
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

官
民
共
同
に
よ
る
Ｔ
Ｍ
Ｏ
「
ふ
ら
の
ま

ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
の
経
営
基
盤
の

確
立
と
活
性
化
事
業
の
推
進
に
向
け
支

援
し
ま
す
。

　

行
政
改
革
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
行

政
コ
ス
ト
の
削
減
に
向
け
、
事
務
事
業

の
一
層
の
効
率
化
、
事
務
事
業
評
価
に

よ
る
コ
ス
ト
節
減
や
市
職
員
の
意
識
改

革
を
図
る
な
ど
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
次
期
行
政
改
革
推
進
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
の
実

１７

施
に
向
け
、
１
年
前
倒
し
し
て
取
り
組

み
、
施
設
の
配
置
お
よ
び
管
理
運
営
の

見
直
し
の
推
進
、
民
間
能
力
の
活
用
に

よ
る
委
託
の
促
進
な
ど
、
行
政
改
革
市

民
懇
話
会
か
ら
の
市
民
の
視
点
に
よ
る

意
見
・
提
言
を
尊
重
し
、
取
り
組
み
ま

す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
輸
入
農

産
物
に
お
け
る
農
薬
の
残
留
を
は
じ
め
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

な
ど
、「
食
」
に
対
す
る
信
頼
感
が
大
き

く
揺
ら
ぐ
中
、
安
全
に
対
す
る
姿
勢
が

生
産
地
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
米
政
策
改
革
に
あ
っ
て
も
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
、
作
物
振
興
、

さ
ら
に
、
特
色
あ
る
米
生
産
な
ど
へ
の

促
進
が
地
域
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
農
業
情
勢
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
本
年
度
よ
り
実
施
す
る

第
２
次
農
業
計
画
・
後
期
実
施
計
画
の

重
点
項
目
で
あ
る
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
核

農
業
支
援
事
業
と
し
て
営
農
集
落
が
創

意
工
夫
の
も
と
に
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
地
域
農
業
の
あ
り
方
な
ど
へ
の

取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
安
全
安
心
に
対
す
る
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
地
産
地
消
の
取
り

組
み
や
、
健
康
で
良
質
な
土
壌
か
ら
生

ま
れ
る
農
産
物
の
産
地
と
し
て
、
モ
デ

ル
的
に
、
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
農
産

物
の
表
示
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

　
　
　
（
総
合
計
画
の
６
つ
の
施
策
別
）

　

地
方
分
権
社
会
に
あ
っ
て
、
自
治
体

の
一
層
の
自
主
・
自
律
性
が
求
め
ら
れ

る
中
、
市
民
参
加
と
創
意
工
夫
に
よ
る

行
財
政
運
営
に
取
り
組
み
、
市
民
と
行

政
の
「
協
働
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

 
情
報
の
共
有
と
市
民
参
加 

　

広
報
ふ
ら
の
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
内
容
を
充
実
し
、
わ
か
り
や
す
い
情

報
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
長

ト
ー
ク
や
地
域
懇
談
会
、
出
前
講
座
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
政
の
透
明
性
を
確
保
し
、

市
民
と
と
も
に
考
え
、
と
も
に
築
き
上

げ
る
市
民
参
加
の
手
続
き
を
定
め
る

「
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
」策
定
に
向
け
、

市
民
と
の
多
様
な
意
見
交
換
を
行
う
懇

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
つ
い
て

は
、
住
民
自

治
意
識
の
高

揚
に
向
け
、

町
内
会
な
ど

の
自
主
的
な

地
域
活
動
へ

の
支
援
を
行

い
、
市
民
が

主
役
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 
情
報
化
の
推
進 

　

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

（
Ｌ
Ａ
Ｎ
）や
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
情
報
伝
達
の
迅
速
化
や
、
効
率

的
な
事
務
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

本
年
度
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

行
政
運
営
の
効
率
化
、
高
度
化
を
図
っ

て
い
く
、
電
子
自
治
体
の
共
通
基
盤
づ

く
り
を
北
海
道
と
市
町
村
が
共
同
で
行

う
「
北
海
道
電
子
自
治
体
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
構
想
」
に
参
加
し
ま
す
。

   平成16年度  まちのしごと　　  

３
つ
の
重
点
施
策

中
心
市
街
地
活
性
化

行
財
政
改
革

農
業
の
振
興

本
年
度
の
主
要
な
施
策

みんなでつくる
健全な
まちづくり
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市
民
の
誰
も
が
学
び
、
芸
術
・
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
に
よ
り
、

地
域
社
会
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

や
、
誰
も
が
交
流
で
き
る
生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
活
用
を
進
め
、
豊
か

な
心
を
育
む
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

 
教
育
文
化
の
振
興 

　

少
子
化
に
よ
る
児
童
生
徒
の
減
少
な

ど
の
教
育
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
学

校
再
編
に
向
け
、
地
域
・
学
校
関
係
者

と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

生
涯
教
育
に
つ
い
て
は
、
高
度
化
・

多
様
化
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
適
応
し

た
生
涯
学
習
や
体
験
・
交
流
を
基
調
と

す
る
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

 
地
域
文
化
の
振
興 

　

市
民
の
多
様
な
文
化
芸
術
活
動
の
支

援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「（
仮
称
）

富
良
野
演
劇
祭
実
行
委
員
会
」
を
設
立

し
、
開
庁
１
０
０
年
記
念
演
劇
祭
を
継

承
し
ま
す
。

 
国
際
交
流
と
地
域
間
交
流 

　

市
民
の
主
体
的
な
国
際
交
流
を
支
援

し
、
国
際
社
会
の
中
で
幅
広
い
視
野
を

持
ち
、
積
極
的
に
活
動
で
き
る
青
少
年

の
育
成
を
め
ざ
し
、
小
学
生
の
国
際
交

流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
色
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
図
る
た
め
、
友
好
都
市
西
脇
市
と

の
友
好
親
善
交
流
や
「
へ
そ
の
ま
ち
サ

ミ
ッ
ト
」
へ
の
参
加
な
ど
、
地
域
間
交

流
を
推
進
し
ま
す
。

　

自
然
と
の
共
生
を
基
本
に
日
常
生
活

や
事
業
活
動
に
起
因
す
る
環
境
負
荷
の

軽
減
に
努
め
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
保

全
と
快
適
な
生
活
環
境
の
向
上
を
め
ざ

し
た
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

 
環
境
の
保
全 

　

環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
学
校
に

お
け
る
環
境
学
習
や
、
市
民
や
職
場
を

対
象
と
し
た
環
境
活
動
を
通
じ
て
、
環

境
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

 
廃
棄
物
処
理
対
策 

　

ご
み
の
分
別
収
集
を
開
始
以
来
、　
２０

年
間
の
市
民
ぐ
る
み
の
活
動
が
「
ご
み

分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
、

資
源
の
有

効
活
用
を

図
り
、広
域

分
担
処
理

に
よ
る
循

環
型
の
地

域
づ
く
り

に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
本
年
度
か
ら
、
冬
期
間

に
お
け
る
農
村
地
区
の
生
ご
み
収
集
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

 
ご
み
の
減
量
化
対
策 

　

簡
易
包
装
の
推
進
と
レ
ジ
袋
の
減
量

化
に
向
け
、
市
民
へ
の
啓
蒙
に
努
め
、

販
売
店
舗
の
協
力
に
よ
り
推
進
し
ま
す
。

 
治
水
対
策 

　

国
の
直
轄
事
業
と
し
て
、
空
知
川
河

川
整
備
に
よ
る
山
部
地
区
堤
防
保
護
工

事
が
継
続
事
業
と
し
て
実
施
予
定
で
す
。

　

道
の
直
轄
事
業
と
し
て
、
富
良
野
川
、

西
達
布
川
の
河
川
改
修
工
事
、
布
部
川
、

ポ
ン
布
部
川
の
砂
防
工
事
が
継
続
事
業

と
し
て
実
施
予
定
で
す
。

 
防
犯
対
策 

　

犯
罪
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
町
内
会
を
は
じ
め
防
犯

協
会
や
暴
力
追
放
運
動
推
進
協
議
会
な

ど
と
連
携
し
て
、
市
民
の
防
犯
意
識
の

高
揚
と
各
種
犯
罪
の
未
然
防
止
に
努
め

ま
す
。

 
交
通
安
全
対
策 

　
「
交
通
事
故
防
止
・
事
故
死
ゼ
ロ
」
を

最
重
点
目
標
に
、
関
係
機
関
・
団
体
と

相
互
に
連
携
を
図
り
、
交
通
安
全
思
想

の
普
及
徹
底
や
道
路
交
通
環
境
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

 
消
費
者
対
策 

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た

相
談
業
務
の
充
実
と
、
悪
質
化
し
て
い

る
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連

携
に
よ
り
、
消
費
者
の
自
立
と
消
費
生

活
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 
女
性
の
社
会
参
画
の
推
進 

　

女
性
セ
ン
タ
ー
を
活
動
拠
点
と
し
て
、

社
会
参
加
へ
の
意
識
の
啓
発
、
学
習
・

交
流
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
世
代
の
人
々
が
、
と
も
に

助
け
合
い
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
連
携
を
強
め
、
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
地

域
福
祉
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
ま

す
。

 
子
育
て
支
援 

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に
生

ま
れ
、
育
成
さ
れ
る
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
行

動
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
時
的
保

育
、
障
害
児
保
育
事
業
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
認
可
保
育
所
の
受
入
時
間
の

延
長
と
低
年
齢
児
受
入
れ
枠
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、
児

童
館
と
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に

よ
り
、
引
き
続
き
、
児
童
福
祉
の
向
上

と
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て
は
、
児
童

虐
待
防
止
連
絡
会
議
の
機
能
を
活
か
し
、

関
係
機
関
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
り
、

未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

心豊かに
　学びあう
　　まちづくり

安全で
安心して暮らす
まちづくり

ふれあいの心が
つくる健康な
まちづくり

   平成16年度  まちのしごと 　　
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保
健
対
策 

　

保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
医
療
機

関
や
各
種
団
体
と
連
携
し
、
早
期
発
見

効
果
の
高
い
が
ん
検
診
な
ど
各
種
検
診

に
取
り
組
み
、
疾
病
予
防
お
よ
び
介
護

予
防
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

 
高
齢
者
の
介
護
予
防 

　

転
倒
骨
折
予
防
教
室
、
高
齢
者
い
き

い
き
水
中
教
室
を
引
き
続
き
実
施
す
る

な
ど
、
体
力
維
持
と
運
動
機
能
の
増
進

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
健
康

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
健
康
増
進
型

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。

 
母
子
保
健 

　

育
児
不
安
の
解
消
や
親
同
士
の
交
流

を
目
的
に
し
た
新
米
マ
マ
交
流
会
や
遊

び
の
教
室
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
乳

幼
児
の
健
全
な
成
長
発
達
を
促
し
、
疾

病
な
ど
の
早
期
発
見
と
予
防
に
努
め
ま

す
。

 
健
康
づ
く
り 

　

健
康
増
進
と
疾
病
予
防
に
つ
い
て
の

認
識
を
高
め
る
た
め
、
食
生
活
の
改
善

や
生
活
習
慣
に
つ
い
て
の
健
康
教
室
を

開
催
し
、
市
民
へ
の
啓
蒙
に
努
め
ま
す
。

 
医
療
対
策 

　

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
の
高
度
医
療
に

対
応
す
る
医
療
機
器
整
備
へ
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
地
域
セ
ン
タ
ー

病
院
の
建
設
に
向
け
、
協
議
し
ま
す
。

　

山
部
・
東
山
地
域
の
医
療
対
策
に
つ

い
て
は
、「
山
部
・
東
山
地
区
地
域
医
療

懇
話
会
」
の
協
議
を
踏
ま
え
て
、
今
後

の
地
域
医
療
の
あ
り
方
を
判
断
し
ま
す
。

 
救
急
医
療
体
制 

　

緊
急
医
療
機
関
と
救
急
患
者
搬
送
の

円
滑
な
連
携
を
図
り
、
休
日
・
夜
間
に

お
け
る
救
急
医
療
体
制
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

 
医
療
給
付 

　

北
海
道
に
お
い
て
、
乳
幼
児
医
療
給

付
の
対
象
年
齢
の
拡
大
お
よ
び
母
子
家

庭
医
療
給
付
の
父
子
家
庭
へ
の
対
象
範

囲
の
拡
大
、
さ
ら
に
自
己
負
担
の
見
直

し
な
ど
、
医
療
給
付
事
業
の
抜
本
的
な

見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
推
移
を
踏
ま
え
て
、
医
療
給
付
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

 
高
齢
者
福
祉 

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
て
生
活

で
き
る
支
援
と
、
心
豊
か
に
生
き
が
い

を
高
め
合
う
、
高
齢
者
元
気
づ
く
り
事

業
、
い
き
い
き
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

高
齢
者
入
湯
料
助
成
に
つ
い
て
は
、

ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら
の
の
入
浴
助
成
に
加

え
、
公
衆
浴
場
へ
の
利
用
拡
大
を
図
り

ま
す
。

　

高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の

前
倒
し
を
行
い
、
本
年
度　

台
を
設
置

３０

す
る
こ
と
に
よ
り
、
計
画
３
０
０
台
の

設
置
を
完
了
し
、
高
齢
者
生
活
の
安
全

性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

 
介
護
保
険 

　

第
２
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
基
本

に
、
保
険
財
政
の
健
全
性
を
維
持
し
、

円
滑
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
の
減
免
、
訪
問
介
護
利
用
者
の

負
担
軽
減
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
実

施
す
る
各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
減
免
措

置
に
対
す
る
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

 
障
害
者
福
祉 

　

障
害
者
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で

の
生
活
支
援
は
も
と
よ
り
、
自
立
と
社

会
参
加
に
向
け
、
総
合
的
に
推
進
し
ま

す
。

 
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー 

　

乳
幼
児
の
発
達
に
向
け
た
支
援
、
さ

ら
に
保
護
者
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
機
能
を
活
か
し
、
日
常
生
活
や

集
団
生
活
の
適
応
訓
練
の
場
と
し
て
早

期
療
育
を
推
進
し
ま
す
。

 
国
民
健
康
保
険 

　

健
康
づ
く
り
の
啓
発
、
疾
病
の
早
期

発
見
に
よ
る
医
療
費
の
抑
制
、
レ
セ
プ

ト
点
検
の
強
化
な
ど
を
実
施
し
、
財
政

の
健
全
化
に
つ
い
て
、
国
保
運
営
協
議

会
で
十
分
議
論
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
運
営
に
努

め
ま
す
。

　

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
限
り

な
い
潜
在
力
と
可
能
性
を
有
す
る
農
業

は
、
本
市
経
済
の
推
進
力
で
あ
り
、
希

望
と
誇
り
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
の

で
き
る
農
業
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
消
費
者
の
「
食
」
に
対
す
る

信
頼
に
応
え
る
、
ク
リ
ー
ン
な
生
産
環

境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
観
光
・
商
工
業
の
発
展
に
向

け
、
創
造
的
な
人
材
、
個
性
あ
る
企
業

の
育
成
が
重
要
で
あ
り
、
関
係
機
関
と

の
連
携
の
も
と
、
活
性
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

 
農
業
振
興 

　

担
い
手
の
育
成
と
確
保
に
つ
い
て
は
、

農
業
後
継
者
に
よ
る
研
修
会
や
、
女
性

の
販
売
活
動
に
対
し
て
の
経
営
多
角
化

事
業
、
都
市
と
の
交
流
を
図
る
農
業
経

営
構
造
対
策
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
機
械
や
施
設
整
備
へ
の
支
援
と
し

て
地
域
営
農
支
援
事
業
や
農
業
生
産
振

興
総
合
対
策
事
業
、
条
件
不
利
な
農
地

へ
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
、

併
せ
て
、
農
地
流
動
化
促
進
対
策
事
業
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創造性豊かな
産業を育む
まちづくり
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な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
土
破
砕
な
ど
農
地
の
改
善

に
向
け
た
圃
場
改
善
促
進
事
業
を
進
め
、

元
気
な
畑
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
に
農
業
を
め
ざ
す
人

や
担
い
手
の
研
修
、
都
市
生
活
者
や
消

費
者
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
農
業
体

験
者
滞
在
施
設
や
産
業
研
修
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

 
生
産
基
盤 

　

生
産
基
盤
に
つ
い
て
は
、
富
良
野
南

地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
ほ
か
、

　

地
区
を
継
続
事
業
と
し
て
取
り
組
み
、

１４平
扇
地
区
農
免
農
道
整
備
事
業
の
推
進

と
併
せ
、
生
産
性
の
高
い
土
地
基
盤
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
食
料
環
境
基
盤
緊
急
確
立
対

策
事
業
に
つ
い
て
も
、
生
産
基
盤
の
整

備
促
進
に
向
け
、
引
き
続
き
、
農
業
者

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

 
林
産
業 

　

森
林
の
公
益
的
機
能
を
最
大
限
発
揮

で
き
る
よ
う
、
民
有
林
の
適
切
な
森
林

整
備
を
促
進
し
、
資
源
の
質
的
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支

援
推
進
事
業
や
民
有
林
育
成
推
進
事
業

の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
上
川
南
部
流

域
森
林
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
に
よ
る
、
木
材
消
費
お
よ
び
道
産
材

の
利
用
拡
大
に
努
め
、
林
産
業
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
林
利
用
促
進
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
事
業
お
よ
び
富
良
野
芦
別
道

立
自
然
公
園
周
辺
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
森

林
景
観
整
備
事
業
の
取
り
組
み
に
よ
る

森
林
景
観
の
保
全
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
富
良
野
２
世
紀
に
向
け
た

森
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
参
加
に
よ
る

開
庁
１
０
０
年
記
念
植
樹
を
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。

 
ワ
イ
ン
事
業 

　

ワ
イ
ン
事
業
に
つ
い
て
は
、低
価
格
・

低
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
へ
の
嗜
好
の
変
化

な
ど
、
国
産
ワ
イ
ン
の
需
要
は
、
引
き

続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
高

品
質
ワ
イ
ン
販
売
が
堅
調
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
さ
ら
に
２
種
類
の
新
製
品
を
販

売
し
ま
す
。

　

ま
た
、
試
験
農
場
で
の
実
用
化
の
目

途
が
つ
い
た
新
品
種
に
つ
い
て
は
、
栽

培
技
術
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
農
家

で
の
栽
培
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
研
究
を
進
め
て

き
た
、
本
市
に
適
す
る
独
自
開
発
の
新

品
種
育
成
に
つ
い
て
は
、
試
験
農
場
に

お
い
て
本
格
的
に
増
殖
を
進
め
ま
す
。

 
農
産
加
工 

　

農
産
加
工
に
つ
い
て
は
、
地
場
乳
製

品
の
加
工
拠
点
と
し
て
、
一
層
の
消
費

拡
大
と
安
全
性
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
新
製
品
開
発
に
向
け
て
調
査
研

究
を
進
め
ま
す
。

 
手
づ
く
り
体
験
工
房 

　

加
工
体
験
を
通
じ
て
、
手
づ
く
り
食

品
へ
の
こ
だ
わ
り
、
さ
ら
に
、
地
場
農

畜
産
物
の
加
工
や
地
産
地
消
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。

 
商
工
業
振
興 

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
中
小
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主
な
事
業

�
み
ん
な
で
つ
く
る
健
全
な
ま
ち
づ
く
り

■
北
海
道
電
子
自
治
体
共
同
運
営
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
２
万
５
千
円

�
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政
運
営
の
効
率
化
、
高
度
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
電
子
自

治
体
の
共
通
基
盤
と
な
る
機
能
を
北
海
道
お
よ
び
市
町
村
が
共
同
で
構
築
・
運
営
を
行
う

「
北
海
道
電
子
自
治
体
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
想
」
に
参
加
し
、
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の

導
入
な
ど
、
電
子
自
治
体
化
を
推
進
す
る
。

�
心
豊
か
に
学
び
あ
う
ま
ち
づ
く
り

■
学
校
通
路
舗
装
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

�
小
中
学
校
２
校
（
布
部
小
中
・
鳥
沼
小
）
の
校
内
児
童
生
徒
用
通
路
の
舗
装
整
備
を
図
る
。

■
西
中
学
校
暖
房
設
備
改
修
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
３
０
０
万
円

�
昭
和　

年
建
設
（　

年
経
過
）
の
西
中
学
校
の
石
炭
ボ
イ
ラ
ー
を
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
へ
改
修

５８

２０

す
る
。

■
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
８
０
万
円

�
各
学
級
教
室
で
の
授
業
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
に
更
新
し
、
整
備
を

図
る
。（
布
部
小
中
６
台
・
布
礼
別
小
中
５
台
・
山
部
中　

台
）

２８

■
自
然
と
ふ
れ
あ
う
体
験
学
習
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
５
万
７
千
円

�
富
良
野
の
四
季
折
々
の
自
然
を
学
習
す
る
自
然
観
察
会
・
講
座
・
自
然
ガ
イ
ド
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
的
な
学
習
活
動
の
充
実
・
発
展
に
努
め
る
。

■
指
定
文
化
財
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
５
万
８
千
円

�
新
た
に
指
定
し
た
北
大
第
八
農
場
富
良
野
成
懇
記
念
碑
・
北
大
第
八
農
場
山
部
成
懇
記

念
碑
の
標
柱
・
解
説
板
な
ど
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
文
化
財
マ
ッ
プ
を
作
成

し
て
文
化
財
の
保
護
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
。

■
鳥
沼
遺
跡
発
掘
調
査
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
６
７
５
万
５
千
円

�
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
伴
い
鳥
沼
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
い
、
同
遺
跡
の
記
録
保
存

に
努
め
る
。（
発
掘
予
定
面
積　

３
４
５
０�
）

�
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

■
農
村
生
ご
み
収
集
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
８
万
４
千
円

�
生
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
、
従
来
市
街
地
区
を
主
体
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
特
に
冬

期
間
、
堆
肥
化
に
よ
る
自
己
処
理
が
困
難
な
農
家
の
実
態
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
キ
ツ
ネ
な
ど

が
生
ご
み
を
掘
り
返
す
事
例
も
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
環
境
衛
生
の
改
善
対
策
も
含
め

て
冬
期
間
に
お
け
る
農
村
生
ご
み
収
集
を
新
規
に
実
施
す
る
。
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企
業
制
度
資
金
の
充
実
に
努
め
、
金
融

の
円
滑
化
を
促
進
し
、
企
業
の
育
成
、

経
営
の
安
定
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
「
ふ
ら
の
ま
ち
づ
く

り
株
式
会
社
」
な
ど
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
活
気
あ
る
商
店
街

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

 
地
産
地
消 

　

地
元
で
生
産
さ
れ
る
農
畜
産
物
の
地

元
で
の
消
費
拡
大
を
図
る
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
の
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
地
元
食
材
を
活
用
し
た

「
食
」
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
富
良

野
産
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

 
観　

光 

　

四
季
折
々
の
す
ば
ら
し
い
景
観
や
豊

か
な
自
然
環
境
な
ど
、
多
彩
な
観
光
資

源
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
１
市
４
町
１
村
で
構
成

す
る
「
富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
」
を

通
じ
て
通
年
型
観
光
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
花
に
よ
る
観
光
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
事
業
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
促
進

事
業
に
取
り
組
み
、
景
観
資
源
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
冬
の
自
然
を
楽
し
む
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
や
ス
キ
ー
の
楽
し
さ
を
実

感
で
き
る
体
験
観
光
の
充
実
に
よ
り
、

修
学
旅
行
の
誘
致
な
ど
、
冬
期
観
光
の

誘
客
宣
伝
に
取
り
組
み
ま
す
。
本
年
度

は
、
北
海
道
観
光
大
会
や
全
道
規
模
で

の
各
種
ス
キ
ー
大
会
が
本
市
で
開
催
さ

れ
る
な
ど
、
関
係
団
体
と
連
携
し
た
集
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■
ご
み
処
理
の
広
域
化
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
７
６
万
７
千
円

　
�
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
空
き
ビ
ン
処
理

　

広
域
資
源
回
収
セ
ン
タ
ー
（
中
富
良
野
町
）

　
�
専
用
火
葬
炉
の
動
物
死
体
の
火
葬
処
理

　

動
物
死
体
処
理
施
設
（
南
富
良
野
町
）

　
�
衛
生
用
品
を
広
域
で
共
同
処
理

　

上
富
良
野
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
既
設
）

�
ふ
れ
あ
い
の
心
が
つ
く
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

　

■
高
齢
者
入
湯
料
助
成
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
７
０
万
９
千
円

　
�
従
来
の
「
ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら
の
」
入
浴
利
用
に
加
え
、「
公
衆
浴
場
」
も
対
象
と
す
る
。

　

１
回
２
０
０
円
の
助
成
。
年
間　

回
の
高
齢
者
入
湯
割
引
券
を
交
付
。

１２

　

■
高
齢
者
等
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
８
８
万
８
千
円

　
�
在
宅
の
高
齢
者
な
ど
の
緊
急
時
に
お
け
る
連
絡
・
援
助
を　

時
間
体
制
で
行
う
緊
急
通
報

２４

シ
ス
テ
ム
を
現
在
の
２
７
０
台
か
ら
３
０
０
台
に
増
設
し
、日
常
生
活
の
不
安
解
消
を
図
る
。

�
創
造
性
豊
か
な
産
業
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　

■
安
全
・
安
心
農
業
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

　
�
産
地
と
し
て
の
一
層
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
安
全
安
心
な
農
業

推
進
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
。

　

■
農
地
流
動
化
促
進
緊
急
対
策
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
０
万
円

　
�
農
地
の
流
動
の
促
進
と
し
て
、
制
度
資
金
を
利
用
し
て
農
地
を
購
入
す
る
農
業
者
へ
の
３

年
間
の
利
子
助
成
。

　

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
支
援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
９
万
３
千
円

　
�
担
い
手
の
育
成
と
確
保
を
目
的
と
し
た
自
ら
の
企
画
に
よ
る
研
修
会
や
視
察
の
実
施

　
�
集
落
な
ど
地
域
の
将
来
の
あ
り
方
や
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
へ
の
支
援

　

・
担
い
手
農
業
者
研
修
事
業

　

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
支
援
事
業

　

■
地
産
地
消
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

　
�
売
る
、
買
え
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の
支
援

　
�
食
べ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
〜
地
場
産
品
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
（
仮
称　

食
の
コ
ン
テ
ス
ト
）

　
�
食
材
情
報
の
収
集
・
発
信

　
�
生
産
者
と
消
費
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
（
加
工
業
者
・
飲
食
店
・
宿
泊
施
設

と
の
連
携
）
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客
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

労
働
対
策 

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
あ

り
ま
す
の
で
、
雇
用
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
各
高
校

が
行
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
支
援
を

行
い
、
新
規
高
卒
者
な
ど
の
雇
用
確
保

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
で
働
く
勤
労
者
の

福
利
厚
生
事
業
、
給
付
事
業
の
推
進
を

図
る
た
め
、
勤
労
者
共
済
会
へ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、

中
小
企
業
労
働
者
、
求
職
者
、
地
域
住

民
に
対
す
る
各
種
講
習
を
支
援
し
ま
す
。

 
公
設
市
場 

　

生
鮮
食
料
品
な
ど
の
取
引
の
適
正
化

を
図
る
と
と
も
に
、
流
通
拠
点
と
し
て

衛
生
的
で
安
全
な
食
料
品
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
水
産
卸
売
施
設
の
改
修
整
備

に
向
け
、
関
係
機
関
・
団
体
と
調
整
を

図
り
ま
す
。

　

市
民
生
活
の
安
全
性
、
利
便
性
な
ど

生
活
環
境
の
向
上
と
産
業
活
動
の
活
性

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
人
に
や
さ
し
く
、

景
観
に
配
慮
し
た
都
市
機
能
の
充
実
に

取
り
組
み
、
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
あ
る
自

然
を
生
か
し
た
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

 
道
路
整
備 

　

国
道
・
道
道
・
市
道
相
互
間
の
連
携

を
図
り
、
道
路
網
の
整
備
を
推
進
し
、

安
全
で
快
適
な
交
通
環
境
の
整
備
に
努

め
ま
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
、
道
路
構
造
物
の
実
施
設
計
、
用

地
確
定
測
量
、
用
地
買
収
お
よ
び
支
障

物
件
補
償
を
実
施
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
補
償
工
事
、
ト
ン
ネ
ル
準
備

工
事
の
一
部
に
つ
い
て
も
、
着
工
の
予

定
で
す
。

　

国
の
直
轄
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
道

　

号
と
２
３
７
号
交
差
点
の
改
修
に
着

３８手
し
、
本
年
度
は
、
用
地
買
収
お
よ
び

支
障
物
件
補
償
を
実
施
予
定
で
す
。

　

道
の
直
轄
事
業
に
つ
い
て
は
、
山
部

北
の
峰
線
、東
山
富
良
野
停
車
場
線（
西

麓
郷
・
八
幡
丘
）、南
陽
山
部
停
車
場
線
、

麓
郷
山
部
停
車
場
線
（
扇
山
）
の
４
路

線
が
継
続
事
業
と
し
て
実
施
予
定
で
す
。

 
市
道
整
備 

　

北
の
峰
右
3
丁
目
、
麓
郷
東
環
状
線
、

東
4
線
、
西
４
条
を
、
継
続
実
施
し
ま

す
。

　

道
路
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
安

全
性
・
快
適
性
の
確
保
と
沿
道
景
観
の

向
上
を
め
ざ
し
、
街
路
灯
の
設
置
、
道

路
側
溝
の
改
良
を
実
施
し
ま
す
。

 
上
水
道 

　

安
定
し
た
給
水
体
制
の
確
立
と
水
道

未
普
及
地
区
の
解
消
を
め
ざ
し
、水
量
・

水
質
調
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

   平成16年度  まちのしごと 　　
　

■
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
促
進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
９
５
万
３
千
円

　
�
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
ま
た
従
来
の
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
体

験
ツ
ア
ー
な
ど
を
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
り
な
が
ら
、
情
報
を
整
理
し
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
す
る
と
と
も
に
、自
然
を
活
か
し
た「
参
加
型
体
験
観
光
」に
つ
な
が
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
実
践
し
、「
エ
コ
（
生
態
系
）」
を
主
題
と
し
た
新
た
な
観
光
振
興
を
目
指
す

　

■
雇
用
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
９
８
万
８
千
円

　
�
求
職
者
へ
迅
速
に
求
人
企
業
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ

機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
雇
用
を
創
出
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
推
進
す
る

　

■
ま
ち
づ
く
り
会
社
自
立
支
援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
２
５
万
円

　
�
T
M
O
ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
が
活
性
化
事
業
を
本
格
的
に
展
開
す
る
に
あ
た

り
、
組
織
基
盤
強
化
、
経
営
基
盤
の
確
立
と
安
定
化
の
た
め
の
支
援
を
行
う
。

�
自
然
を
生
か
し
た
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

　

■
生
活
交
通
路
線
維
持
対
策
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
０
８
万
５
千
円

　
�
赤
字
バ
ス
路
線
維
持
補
助
及
び
車
輌
購
入
補
助

　
　

路
線
維
持
費
補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　

バ
ス
車
輌
購
入
費
補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

　

■
麓
郷
東
環
状
線
道
路
改
良
舗
装
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
２
５
２
万
円

　
�
歩
道
新
設
工
事　

　
　

延
長 
４
６
８�
　

幅
員 
２
・
５�

　

■
西
４
条
道
路
改
良
舗
装
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
８
１
５
万
円

　
�
改
良
舗
装
工
事　

延
長 
２
４
７�

　
　

幅
員　

５
・
５�
（
両
側
歩
道
あ
り
）

　
　

支
障
物
件
移
転
補
償　

水
道
管
移
設

　

■
北
の
峰
右
３
丁
目
道
路
改
良
舗
装
工
事　
　
　
　
　
　
　

５
２
９
０
万
２
千
円

　
�
改
良
舗
装
工
事　

延
長 　
�７５

　
　

幅
員　
 
６
・
０�
（
両
側
歩
道
あ
り
）

　
　

支
障
物
件
移
転
補
償　

水
道
管
移
設

　

■
東
４
線
道
路
改
良
舗
装
工
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
８
１
２
４
万
９
千
円

　
�
改
良
舗
装
工
事　

延
長 
５
６
１
・
７�

　
�
歩
道
新
設
工
事　

延
長 
３
６
６
・
４�

　
　

用
地
買
収　
　

１
１
７
２
・
８�
　

　
　

支
障
物
件
移
転
補
償　

住
宅　

１
棟　
　

納
屋　

１
棟　
　

車
庫　

１
棟
ほ
か　

自然を生かした
快適な
まちづくり

主
な
事
業
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配
水
管
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
配

水
管
未
整
備
地
区
の
解
消
を
図
る
た
め
、

中
島
連
絡
線
、
春
日
１
丁
目
仲
通
を
、

水
圧
・
水
量
不
足
解
消
の
た
め
、
扇
町

環
状
線
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
道
路

整
備
に
伴
う
補
償
工
事
と
し
て
、
西
４

条
、
北
の
峰
右
３
丁
目
な
ど
を
継
続
実

施
し
ま
す
。

　

簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

山
部
地
区
の
配
水
管
整
備
工
事
と
、
富

丘
地
区
の
老
朽
管
更
新
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

 
下
水
道 

　

快
適
な
生
活
環
境
の
形
成
と
、
水
環

境
や
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
る
と
と

も
に
、
効
率
的
な
事
業
運
営
を
推
進
す

る
た
め
、
事
業
重
点
化
効
率
化
計
画
の

策
定
と
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
劣
化
診
断

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

山
部
地
区
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
に
つ
い
て
は
、
汚
水
管
布
設
工

事
を
継
続
実
施
し
、
処
理
区
域
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

 
住
宅
対
策 

　

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
北
の
峰
団

地
の
建
替
工
事
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

既
存
公
営
住
宅
の
改
善
事
業
は
、
瑞

穂
団
地
の
水
洗
化
工
事
を
継
続
実
施
す

る
と
と
も
に
、
各
住
宅
の
修
繕
を
計
画

的
に
実
施
し
、
居
住
環
境
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

 
冬
の
暮
ら
し 

　

冬
の
快
適
な
生
活
環
境
対
策
と
し
て
、

冬
期
間
の
交
通
の
確
保
や
安
全
確
保
の

た
め
、
市
民
の
協
力
の
も
と
で
、
除
雪
・

排
雪
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
消

融
雪
施
設
普
及
事
業
を
拡
充
し
、
推
進

し
ま
す
。

 
公
園
緑
地 

　

や
す
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
快
適
な
生

活
環
境
を
め
ざ
し
、
農
村
広
場
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
緑
町
公
園
整
備
、
公
園
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
事
業
、
道
路
・
公
園
の
緑
化
事
業

を
継
続
実
施
し
ま
す
。

 
鉄
道
・
バ
ス 

　

鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

は
、
児
童
生
徒
や
高
齢
者
を
は
じ
め
と

し
た
交
通
弱
者
の
生
活
を
守
る
交
通
手

段
と
し
て
、
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
に
密
着
し
た
バ
ス
生
活
交
通
路

線
の
維
持
対
策
と
し
て
、
路
線
維
持
費

補
助
及
び
車
両
購
入
費
補
助
を
行
い
、

市
民
生
活
の
足
の
確
保
と
利
便
性
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

   平成16年度  まちのしごと　　  
　

■
交
通
安
全
対
策
事
業
（
照
明
灯
設
置
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
１
４
５
０
万
円

　
�
道
路
照
明
灯
設
置　
　

基
２５

　

■
麓
郷
地
区
農
村
広
場
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
事
業　
　
　
　

９
６
４
万
６
千
円

　
�
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
９
ホ
ー
ル

　
　

基
盤
造
成
工　

６
９
０
０�

　
　
（
平
成　

年
度
〜　

年
度　

２
カ
年
計
画
）

１６

１７

　

■
公
営
住
宅
建
設
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
２
５
１
万
８
千
円

　
�
北
の
峰
団
地
公
営
住
宅
建
替　

　
　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建　

１
棟
４
戸　

　

■
土
地
区
画
整
理
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
億
５
９
３
３
万
７
千
円

　
�
富
良
野
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
継
続
実
施

　
�
設
計
測
量
調
査
委
託　

一
式

　
�
区
画
道
路
改
良
工
事　

　
　

延
長 
１
２
０�
　
　

幅
員 
５�
〜
６�

　
�
基
盤
整
備
工
事　

一
式

　
�
支
障
物
件
移
転
補
償　

　
　

地
権
者　
　

件　
　

借
家
人　

８
件

１３

　

■
朝
日
通
道
路
改
良
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
８
７
５
０
万
６
千
円

　
�
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
連
す
る
朝
日
通
道
路
改
良
工
事
の
支
障
物
件
移
転
補
償
に
係

る
公
共
施
設
管
理
者
負
担
金

　

■
市
街
地
再
開
発
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
２
２
１
万
９
千
円

　
�
富
良
野
再
開
発
株
式
会
社
が
施
工
者
と
な
り
、
平
成　

年
度
着
工
し
、
平
成　

年
度
竣
工

１６

１８

予
定
の
、
再
開
発
ビ
ル
（
健
康
増
進
型
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
公
営
住
宅
・
小
店
舗
・
商
業

核
店
舗
）
建
設
に
要
す
る
市
街
地
再
開
発
事
業
補
助
金

　

■
山
部
地
区
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業　
　
　

２
億
３
４
５
０
万
４
千
円

　
�
汚
水
管
布
設

　
　

延
長 
２
３
３
３�

　

■
上
水
道
配
水
管
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
４
０
万
円

　
�
配
水
管
整
備

　
　

延
長 
１
０
３
５�

　
　
（
扇
町
環
状
線
・
中
島
連
絡
線
・
西
４
条
配
水
管
移
設
・
土
地
区
画
整
理
事
業
配
水
管
移

　

設
外
）
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   平成16年度  まちのしごと 　　

 
幼
児
教
育 

　

国
の
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
認
定

申
請
に
よ
り
、
私
立
幼
稚
園
４
園
で
の

満
２
歳
児
の
受
入
れ
の
規
制
緩
和
を
図

り
、
子
育
て
支
援
及
び
幼
児
教
育
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
預
か
り
保
育
奨
励
補
助
、
障
害

児
教
育
補
助
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と

と
も
に
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助

に
よ
り
、
就
園
機
会
の
拡
充
と
保
護
者

負
担
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

 
心
の
教
育 

　

基
本
的
な
規
範
意
識
や
倫
理
観
、
他

人
を
思
い
や
る
心
な
ど
、
豊
か
な
心
を

育
て
る
道
徳
教
育
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
適
応
指
導
教
室
を
継
続
設
置

し
、
学
校
へ
の
復
帰
や
心
の
悩
み
を
相

談
で
き
る
指
導
体
制
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

 
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育 

　

郷
土
の
歴
史
や
伝
統
文
化
、
環
境
、

森
林
資
源
、
演
劇
な
ど
を
学
習
教
材
に
、

各
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

体
験
学
習
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

農
業
に
対
す
る
理
解
や
食
へ
の
関
心
を

助
長
す
る
た
め
、
学
校
農
業
園
活
用
事

業
を
継
続
し
ま
す
。

 
情
報
教
育 

　

布
部
小
中
学
校
、
布
礼
別
小
中
学
校
、

山
部
中
学
校
の
教
育
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

更
新
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の

活
用
能
力
の
育
成
、
教
職
員
研
修
の
拡

充
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

 
学
校
図
書
の
整
備 

　

計
画
的
に
蔵
書
や
図
書
資
料
の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
司
書
教
諭
の
配
置

や
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

児
童
生
徒
の
読
書
活
動
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

 
国
際
理
解
教
育 

　

外
国
語
指
導
助
手
２
名
を
小
中
学
校

に
継
続
派
遣
し
、
語
学
力
向
上
や
外
国

文
化
を
学
ぶ
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

 
高
等
学
校
教
育 

　

本
年
１
月
、
道
立
高
等
学
校
通
学
区

域
の
改
正
が
行
わ
れ
、
平
成　

年
度
か

１７

ら
、
上
川
第
３
学
区
が
旭
川
市
を
含
む

上
川
南
学
区
に
変
更
に
な
り
、
進
路
希

望
に
応
じ
た
学
校
選
択
幅
が
広
が
る
反

面
、
地
元
生
徒
の
流
出
が
懸
念
さ
れ
る

の
で
、
中
学
校
の
進
路
指
導
の
充
実
や

地
元
高
等
学
校
の
教
育
の
向
上
を
関
係

機
関
に
要
請
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
就
学

資
金
の
活
用
や
高
等
学
校
バ
ス
通
学
費

補
助
な
ど
、
教
育
を
受
け
る

機
会
の
拡
充
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

 
学
校
教
育
施
設
等
の
整
備 

　

学
校
教
育
施
設
整
備
に
つ

い
て
は
、
富
良
野
西
中
学
校

暖
房
設
備
の
改
修
、
東
小
学

校
・
富
良
野
西
中
学
校
の
グ

ラ
ン
ド
整
備
、
鳥
沼
小
学
校
・

布
部
小
中
学
校
の
学
校
通
路

舗
装
な
ど
、
学
校
環
境
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
、
教
員
住
宅
の
計

画
的
な
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

国
内
外
の
社
会
環
境
が
大
き
く
変
革

す
る
中
、
心
の
豊
か
さ
を
大
切
に
し
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
を
通
じ
て
生

き
生
き
と
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
、
豊
か
な
人
生
を
築
く
た
め
の

生
涯
学
習
や
新
時
代
に
対
応
し
た
社
会

教
育
へ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
第
4

次
社
会
教
育
中
期
計
画
に
基
づ
き
生
涯

各
期
に
お
け
る
学
習
機
会
の
充
実
、
団

体
育
成
、
学
習
条
件
の
整
備
や
体
制
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

 
家
庭
教
育 

　

親
子
を
対
象
と
し
た
講
座
や
家
庭
教

育
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
や
親
の
不
安
、
悩
み
等
の

解
決
に
向
け
て
、
家
庭
教
育
何
で
も
相

　

教
育
改
革
が
進
む
中
、
新
学
習
指
導

要
領
が
実
施
さ
れ
２
年
が
経
過
し
、
総

合
学
習
な
ど
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る

「
生
き
る
力
」の
育
成
を
め
ざ
し
た
教
育

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年　

月
、
新
学
習
指
導
要
領
の
一

１２

層
の
実
現
を
め
ざ
し
、
学
習
指
導
要
領

の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童

生
徒
個
々
に
応
じ
た
指
導
方
法
や
指
導

体
制
の
改
善
な
ど
、
こ
れ
ら
改
正
趣
旨

を
十
分
に
生
か
し
、
基
礎
・
基
本
の
確

実
な
定
着
を
図
る
な
ど
、
確
か
な
学
力
、

豊
か
な
心
の
育
成
に
向
け
、
教
育
活
動

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

 
学
校
再
編 

　

少
子
化
に
よ
る
児
童
生
徒
の
減
少
な

ど
、
教
育
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
小

規
模
校
の
解
消
、
教
育
効
果
の
低
下
を

防
ぎ
、
充
実
し
た
教
育
を
受
け
る
機
会

を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
・
学
校
関
係

者
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

 
完
全
学
校
週
５
日
制 

　

社
会
教
育
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
と
連
携
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
学
習

機
会
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
行
政
執
行
方
針　

学校教育

社会教育
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演
劇
に
親
し
む
機
会
つ
く
り
事
業
等
」

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

 
公
民
館
分
館 

　

社
会
教
育
委
員
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、

地
域
の
自
主
自
立
に
よ
る
企
画
運
営
方

策
な
ど
地
域
・
関
係
機
関
と
協
議
を
進

め
ま
す
。

 
文
化
財 

　

郷
土
の
歴
史
と
文
化
の
発
展
の
基
礎

を
な
す
も
の
で
あ
り
、
市
民
共
有
の
財

産
と
し
て
保
護
に
努
め
ま
す
。
昨
年
度

文
化
財
に
指
定
し
た
「
北
大
第
八
農
場

富
良
野
成
墾
記
念
碑
」
と
「
北
大
第
八

農
場
山
部
成
墾
記
念
碑
」
の
史
跡
整
備

を
行
う
と
と
も
に
「
富
良
野
市
文
化
財

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
文
化
財
の
教
育

的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
国
営

山
手
幹
線
用
水
路
工
事
に
伴
い
、
鳥
沼

遺
跡
の
緊
急
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
事
業 

　

市
民
の
高
度
化
・
多
様
化
す
る
学
習

ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
体
験
・
交
流
を
基

調
と
し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
博
物
館

活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
大
学
演
習
林
、
林
野
庁

な
ど
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り

自
然
観
察
会
、
自
然
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
子

ど
も
自
然
塾
な
ど
の
事
業
を
通
し
て
自

然
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

 
図
書
館 

　

情
報
化
・
国
際
化
・
高
齢
化
な
ど
社

会
の
様
々
な
変
化
に
伴
い
、
高
度
化
・

多
様
化
す
る
市
民
の
学
習
意
欲
の
高
ま

り
の
中
、
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
及
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
充
実
し
た
学
習
支

援
の
た
め
、
さ
ら
な
る
活
用
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
図
書
及
び
情
報
資
料
の

収
集
を
図
り
、
蔵
書
の
整
備
充
実
に
努

め
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
や
体
力
づ
く
り
へ
の
関

心
が
年
々
高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
生

涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
な
が

ら
自
主
的
に
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
、
第
4
次
社
会
体
育
中
期
計
画
に
基

づ
き
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め

ま
す
。

 
ス
ポ
ー
ツ
団
体 

　

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

普
及
・
促
進
と
競
技
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
引
き
続
き
体
育
協
会
や
各
種
ス

ポ
ー
ツ
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

 
ス
ポ
ー
ツ
の
自
主
事
業 

　

体
育
指
導
委
員
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

協
力
を
得
て
、
市
民
自
ら
が
日
常
生
活

の
中
で
、
健
康
・
体
力
に
応
じ
て
自
発

的
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
や
学
校
体
育
施
設
の
開
放
事
業
な
ど

を
推
進
し
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
と

体
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

 
競
技
ス
ポ
ー
ツ 

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
レ
ベ
ル
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
第　

回
北
海
道
ス
キ
ー

６０

選
手
権
大
会
を
は
じ
め
、
四
つ
の
全
道

規
模
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
功
に
向
け
支

援
を
行
い
ま
す
。

 
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備 

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年

富
良
野
市
民
野
球
場
の
オ
ー
プ
ン
に
よ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
を
図
り
ま

し
た
。ま
た
、多
く
の
市
民
が
軽
ス
ポ
ー

ツ
か
ら
競
技
ス
ポ
ー
ツ
ま
で
幅
広
く
、

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
に

努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
健
康
や
体
力
づ

く
り
に
、
健
康
増
進
型
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
活
用
に
向
け
準
備
を
進
め
ま
す
。

談
電
話
、
家
庭
教
育
手
帳
・
ノ
ー
ト
・

ビ
デ
オ
な
ど
を
有
効
に
活
用
し
、
地
域

の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

家
庭
教
育
機
能
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

 
青
少
年
教
育 

　

子
ど
も
会
活
動
の
充
実
や
青
少
年
団

体
の
育
成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

努
め
る
と
と
も
に
、
公
民
館
や
学
社
融

合
事
業
を
通
し
て
体
験
学
習
や
異
世
代

交
流
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

 
成
人
教
育 

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
学
習
機
会
の

提
供
を
は
じ
め
、
学
習
活
動
の
支
援
、

相
談
、
情
報
の
提
供
や
女
性
団
体
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

 
高
齢
者
教
育 

　

生
き
が
い
と
心
の
豊
か
さ
を
高
め
る

こ
と
ぶ
き
大
学
の
充
実
や
、
豊
富
な
知

識
・
経
験
を
生
か
し
た
地
域
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
伝
承
活
動
を
通
し
た

世
代
間
交
流
な
ど
社
会
参
加
へ
の
促
進

に
努
め
ま
す
。

 
芸
術
文
化
の
振
興 

　

地
域
文
化
の
発
信
に
向
け
た
創
作
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、
開
庁
１
０
０
年

記
念
演
劇
祭
を
継
承
し
た
富
良
野
演
劇

祭
の
開
催
に
向
け
、「（
仮
称
）
富
良
野

演
劇
祭
実
行
委
員
会
」
を
設
立
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
総
合
文
化
祭
、
子
ど
も
芸

術
劇
場
な
ど
鑑
賞
事
業
な
ど
の
開
催
に

よ
り
市
民
参
加
機
会
の
拡
充
に
努
め
る

と
と
も
に
、
富
良
野
演
劇
工
場
に
つ
い

て
は
、
民
間
に
よ
る
効
率
的
・
機
動
的

な
運
営
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
北
海

道
舞
台
塾
事
業
「
演
劇
創
作
活
動
事
業
、

スポーツの
推進
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　市民は市役所に対して「対応が遅い、その後
どう対応したのか分からない、信頼できない」
などの印象を少なからず持っています。
　また、これに対して市役所は「市民はすぐに
役所に文句を言ってくる、かかわらない方がい
い」などの印象を持っています。
　しかしながら、こうした印象は知らないこと
による誤解や知らされていないことによる誤
解にもとづくものも多くあり、互いに話をする
ことにより「なぁ～んだ！？そうだった
の！！」「それなら、こうすればい～じゃ
ん！？」ということが多くあると思います。
　まちづくり講演会（２月１９日、２７日開催）と
まちづくり条例市職員研修会（２月２７日開催）
での意見交換を通して、この思いをより一層強

くしました。
　富良野市を「住みづらいまち」にしようと考
える市民はいないと思います。多くの市民が
「住んでいて良かったと思えるまち」にしたい
と考えていると思います。
　もっと情報をオープンにし、互いを理解でき
る情報を共有しあい、市民と市役所が一緒にま
ちづくりを考え、行動することが今求められて
います。
　まちづくりのルール制定の提言と合わせて、
研究会が考えたすぐに解決できそうな課題に
ついての提言が実行され「住んでいて良かった
と思えるまち」づくりが実現されることを願い
ます。

まちづくり条例市民研究会の活動を終えて
まちづくり条例市民研究会一同

３月２６日�、まちづくり条例市民研究会（座長・上村昌市氏）が高田市長にこれまでの
検討結果（平成１５年８月から１２回の会議を開催）を報告し、情報の共有と市民参加を基
本としたまちづくりのルールについて提言しました。
　市民研究会は、まちづくりのルールとして、まずは市役所の仕事に対する市民の参加
手続きを定めた条例を制定し、最終的にはまちづくりの憲法（自治体の最高規範）とい
われる自治基本条例の制定をめざすことを提言しました。また、条例の制定と併せて、
すぐに解決できる課題についても触れ、「広報」の充実や出前講座の実施、職員研修制度
の充実などを提言しています。
　この提言を受けて、富良野市では情報の共有と市民参加の実践が足りないという現状
を踏まえて、まずは市民の参加手続きを定めた条例を制定し、情報の共有と市民参加の
実践を積み上げ、最終的にはまちづくりの憲法といわれる自治基本条例の制定を目指し
ていきます。
　富良野市が制定を目指す市民の参加手続きを定めた条例がどういうものなのか、代表
的な事例として石狩市行政活動への市民参加の推進に関する条例（石狩市市民の声を 活 

い

かす条例）を紹介します。

※まちづくり条例市民研究会の報告書は、富良野市のホームページに掲載しています
http://www.city.furano.hokkaido.jp/

  3月26日

 まちづくり条例市民研究会
  　研究会活動の結果を報告・提言
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 石狩市の取り組み（石狩市市民の声を活かす条例）

　市民が持つ知識、感性などをまちづくりに活かし、市民と市役所がまちづくりについて考えるため、
さまざまな市民参加手法を定めた石狩市市民の声を 活 かす条例を定めています。

い

　条例の制定以前にも、市民の意見を反映すべく、説明会や懇談会、審議会など市民参加の機会を設
けていましたが、市民参加の基準を明確にし、より透明性の高い自治体運営をはかるために条例が制
定されました。

※１ パブリックコメント
　実施内容を一定期間の猶予をもって公表
し、それに対する意見を広く求める手法で
す。より広範囲な意見募集に向いています。

※２ ワークショップ方式
　一般公募などで参加者を募り、事業の問
題点や、より良い方向性などを導き出す手
法です。ある程度の時間をかけて、より具
体的な内容を検討する場合に向いています。

※３ 審議会方式
　法律や条例に基づき、市の指名や公募に
よって審議委員を定め、検討を行う手法で
す。より専門的分野での検討を比較的短期
間で行う場合に向いています。

 条例のしくみ

　石狩市では、市役所が行おうとする事
業などの内容について、まず市民に対し
て広報をはじめ、様々な方法によりお知
らせします。
　一般的な事業の場合はパブリックコ
メント（※１）と呼ばれる手法によって、
寄せられた市民の意見を事業に反映さ
せていきます。
　より詳細な意見交換や問題点の洗い
出しが必要と思われる事業については、
ワークショップ方式（※２）、法律に基づ
く審議が必要な場合などは審議会方式
（※３）といったように、実施する事業に
最も適した住民参加の手法を用いて、市
民の意見を反映させていきます。
　また、年１～３回開催する市民参加制
度調査審議会において、こうした取り組
みが適正に行われているか、改めるべき
点は無かったかを調査し、検討・改善を
図ることとしています。

石狩市市民の声を 活 かす条例（イメージ図）
い



こうほう 2004.4 16

当
麻
町
農
業
の
方
向
を
見
据
え
た

農
業
振
興
を
図
っ
て
ほ
し
い
旨
の

要
請
文
書
が
農
業
関
係
機
関
に
提

出
さ
れ
た
こ
と
が
合
同
事
務
所
開

設
に
至
る
き
っ
か
け
で
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
当
麻
の
１
階
で
営

業
し
て
い
た
エ
ー
コ
ー
プ
の
か
わ

り
に
Ｊ
Ａ
当
麻
の
裏
側
に
ホ
ク
レ

ン
シ
ョ
ッ
プ
が
新
規
開
店
し
、
こ

れ
ま
で
２
階
に
事
務
所
を
置
い
て

い
た
Ｊ
Ａ
当
麻
が
１
階
に
移
転
し

た
こ
と
に
よ
り
、
２
階
の
空
き
事

務
所
の
活
用
方
策
が
検
討
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
、
合
同
事
務
所
開
設

を
後
押
し
し
た
背
景
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

平
成　

年
４
月
１
日
に
町
農
林
課
、

１５

農
業
委
員
会
、
土
地
改
良
区
、
農

業
セ
ン
タ
ー
、
共
済
組
合
が
Ｊ
Ａ

当
麻
の
２
階
に
移
転
し
、「
当
麻
町

農
業
合
同
事
務
所
」
を
開
設
し
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

合
同
事
務
所
を
開
設
し
1
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

メ
リ
ッ
ト
を
2
点
ほ
ど
挙
げ
る
と
、

1
点
目
は
農
業
者
に
と
っ
て
営
農

な
ど
に
関
す
る
窓
口
が
１
カ
所
で

済
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
農
業

人
口
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

仕
組
み
は
大
変
便
利
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

2
点
目
は
各
関
係
機
関
が
連
携

す
る
こ
と
で
情
報
が
共
有
で
き
、

対
応
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
専
門

的
に
な
る
こ
と
で
す
。
月
２
回
の

ペ
ー
ス
で
営
農
指
導
対
策
会
議
の

開
催
や
週
1
回
の
課
長
会
議
、
毎

日
の
朝
礼
で
各
担
当
の
業
務
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
な
ど
、
日
程

調
整
や
事
務
処
理
の
効
率
化
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
米
政
策
大
綱
の
地
域
水

田
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
に
お
い
て
は
、

合
同
事
務
所
開
設
の
効
果
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

な
お
、
合
同
事
務
所
の
開
設
に
よ

り
各
関
係
機
関
で
所
有
す
る
個
人

情
報
な
ど
が
流
出
し
な
い
よ
う
留

意
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
も

徹
底
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

視
察
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

当
麻
町
農
業
合
同
事
務
所
は
農
業

団
体
か
ら
の
要
請
と
Ｊ
Ａ
内
の
空

き
事
務
所
の
活
用
対
策
な
ど
諸
問

題
を
か
か
え
た
農
業
関
係
機
関
の

実
情
が
一
致
し
た
こ
と
や
農
業
関

係
機
関
が
行
政
区
域
を
ま
た
が
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
1
年
半
足
ら

ず
で
開
設
に
至
り
ま
し
た
が
、
富

良
野
市
に
お
い
て
は
、
事
務
所
の

確
保
や
Ｊ
Ａ
や
土
地
改
良
区
、
共

済
組
合
が
行
政
区
域
を
ま
た
が
っ

て
い
る
な
ど
、
当
麻
町
農
業
合
同

事
務
所
の
よ
う
な
体
制
づ
く
り
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
担
い
手
の
育

成
・
確
保
対
策
や
農
地
の
流
動
化

対
策
な
ど
富
良
野
農
業
・
農
村
の

抜
本
的
な
構
造
改
革
が
急
が
れ
る

な
か
、
農
業
関
係
機
関
の
各
担
当

者
で
構
成
さ
れ
る
専
門
チ
ー
ム
に

よ
る
対
策
室
の
設
置
な
ど
組
織
体

制
を
整
備
し
、
目
先
の
方
策
で
は

な
く
、　

年
後
・　

年
後
の
農
業
・

１０

２０

農
村
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

崩
壊
さ
せ
な
い
方
策
を
官
民
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
進
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
者
に
お
い
て
も
、

国
や
道
、
市
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の
政
策

を
批
判
す
る
だ
け
で
は
何
も
生
ま

れ
て
き
ま
せ
ん
。
富
良
野
に
は
西

部
・
東
部
地
区
、
山
部
、
東
山
と

土
地
条
件
等
の
異
な
る
地
域
が
あ

り
、
営
農
形
態
も
異
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
農
業
者
自
身

が
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
、
自
分

達
の
地
域
に
あ
っ
た
農
業
、
そ
し

て
農
村
の
将
来
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
を
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
考

え
、
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
農
業
関
係
機
関
は
、

こ
う
し
た
地
域
の
農
業
者
が
進
め

る
営
農
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

に
対
し
、
耳
を
傾
け
側
面
支
援
し

て
い
く
の
が
本
来
の
姿
で
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
は
、
農
業
・

農
村
・
農
業
者
の
代
表
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
農
業
者
と
農
業
関

係
機
関
の
か
け
橋
と
な
っ
て
富
良

野
農
業
・
農
村
の
振
興
に
努
め
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

２
月　

日�
、
富
良
野
市
農
業

２０

委
員
会
の
経
営
改
善
対
策
研
究
グ

ル
ー
プ（
農
業
委
員
７
名
で
構
成
）

は
、
農
業
関
係
機
関
が
連
携
を
強

め
農
業
振
興
を
実
践
し
て
い
る
上

川
管
内
の
当
麻
町
の
農
業
合
同
事

務
所
を
視
察
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月
に
当
麻
米
産
地

１３

１１

形
成
協
議
会
な
ど
農
業
者
で
構
成

す
る　

団
体
か
ら
、
農
業
を
め
ぐ

１１

る
国
内
外
の
情
勢
が
極
め
て
加
速

的
・
流
動
的
な
状
況
の
な
か
、
米

価
の
低
迷
、
輸
入
農
畜
産
物
の
増

加
に
伴
う
野
菜
等
の
価
格
低
迷
、

高
齢
化
・
後
継
者
不
足
に
よ
る
担

い
手
問
題
な
ど
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
農
業
関
係
機
関
の
事
務
所

を
統
一
し
た
な
か
で
、
長
期
的
な

  
当
麻
町
農
業
合
同
事
務
所
を
視
察
し
て

富
良
野
市
農
業
委
員
会

経
営
改
善
対
策
研
究
グ
ル
ー
プ

班
長　

中
村 
行
男

農
業
委
員
視
察
報
告

農
業
委
員
会
の
経
営
改
善
対
策
研
究
グ
ル
ー
プ
（
班
長
中
村
行
男

委
員
）
が
２
月　

日
に
当
麻
町
の
農
業
合
同
事
務
所
を
視
察
し
ま

２０

し
た
。町
の
農
林
課
、農
業
委
員
会
、土
地
改
良
区
、農
業
セ
ン
タ
ー
、

共
済
組
合
が
一
つ
の
事
務
所
に
入
っ
て
い
る
こ
と
で
、
農
業
者
の

利
便
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
報
告
で
す
。
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住　所・TEL指定業者（５０音順）

富良野市　　 22 - 3 712㈱アース建設工業
愛別町（01658）6-5231アイベツ住設㈱
富良野市　　22 - 2 3 0 6跡 部 設 備 工 業
上富良野町　45 - 2 6 1 5㈱ 有 我 工 業 所
富良野市　　23 - 3 5 6 5後田設備工材㈱
富良野市　　22 - 3 5 0 1㈱ 亀 屋 齊 藤 商 店
富良野市　　22 - 3 5 1 8㈱ 軽 米 組
富良野市　　23 - 1 3 4 2㈲ 管 工 設 備
富良野市　　42 - 2 2 3 6㈱ 共 栄 建 機
富良野市　　22 - 2 7 0 9㈲ 興 北 工 業
富良野市　　22 - 2 7 7 6㈱ 佐 正 組
富良野市　　22 - 3 145㈱サンエービルド工業
富良野市　　23 - 1 646三 開 工 業
上富良野町　45 - 9 1 1 7㈲ 志 賀 住 宅 設 備
旭川市（0166）66-1930㈲ シ バ タ 建 設
南富良野町　52 - 2 3 4 3㈱ ソ ケ イ ズ
旭川市（0166）31-4505㈱ 大 協
旭川市（0166）65-6419大 建 工 業 ㈱
旭川市（0166）26-5344大 明 建 設 ㈱
旭川市（0166）52-2278㈱大洋パイピング工業
富良野市　　29 - 2 771㈲ 武 石 鉄 工 場
富良野市　　22 - 2 596田 中 組
上富良野町　45 - 4 7 7 3㈱玉島設備工業
富良野市　　42 - 2 221㈲ 玉 手 鋼 建
上富良野町　45 - 2 2 5 3㈱ 對 馬 工 業
富良野市　　22 - 2 135㈱ 津 山 興 産
富良野市　　23 - 3 086㈲ 寺 谷 建 設
旭川市（0166）58-6500東 洋 設 備 ㈱
南富良野町　55 - 2 1 3 7㈱ 永 井 工 務 店
富良野市　　23 - 3 585㈱ 那 知 組
上富良野町　45 - 2 3 1 2㈱ 西 塚 清 掃 社
富良野市　　42 - 2１26㈲ 糠 谷 鉄 工 所
旭川市（0166）33-8392㈱原田設備工業所
富良野市　　23 - 3 311㈱ 北 菱
富良野市　　22 - 3 171㈱ 増 山 建 設
札幌市（011）873-9667㈲ 松 田 工 業 所
富良野市　　23 - 6 132㈲ 宮 内 設 備 工 業
富良野市　　22 - 2 659㈱ 森 田 工 建
富良野市　　22 - 4 169㈱ ヤ マ サ
富良野市　　4２- 2 4 3 4山 本 鉄 工 所
富良野市　　42 - 2 659㈱ 渡 辺 組

北の峰地区

問い合わせ　上下水道課　�３９‐２３１８　

　◆平成１６年度の下水道工事箇所をお知らせします◆

あなたの地域に下水道本管が入ります

■の線は
本年度工事個所

水洗化で快適生活
　市では、公共下水道の整備を急ピッチで進めていますが、平
成１６年度の本管工事は、北の峰地
区の一部および山部地区は国道３８
号線沿いと１０・１３町内を主に行い
ます。
　工事期間中は、通行止めや騒音・
ほこりなどでご迷惑をおかけしま
すが、理解と協力をお願いします。

生活雑排水は１年以内に
トイレは３年以内に水洗化しましょう
　本管工事が終わると、トイレの水洗化や台所・風呂など生活
雑排水の下水道接続が随時可能になり、来年４月１日以降3年以
内に接続していただくことになります。今から排水設備業者に
依頼するなど計画を立てておいてください。
　なお指定業者は左記の４１社となります。
　また、排水設備工事には助成制度が設けられていて、補助金、また
は無利子貸付のいずれかが受けられます。

悪質な訪問販売が多発しています
　下水道職員を装ったり、市から依頼されたと偽ったりして、
突然訪問し、勝手に点検を行ったあげく下水道排水管の清掃を
強要するなど、悪質な訪問営業が多発しています。次のことに
十分、注意してください。
○要請していないのに、突然訪問し、簡単な検査や排水管など
の点検を行い、清掃をすすめることなど
○不審だと思ったら
　市の職員は身分証明書を携帯しています。身分証明書の提示
を求め、市の職員かどうか確認してください。
○最近、下水道課職員を装ったり、市から依頼されたと偽った
りして、検査やアンケートを口実にする悪質な訪問販売が発生
しています。十分にご注意ください。

水洗化等改造資金助成制度
無利子貸付補助金工事時期
４５万円以内４万円１年以内
３３万円以内３万円２年目
３３万円以内２万円３年目

※３年を過ぎると受けられません

山部市街
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まちのできごと

３年間の学び舎を後に

平成１５年度 第８期生 富良野看護専門学校卒業式
　

３
月
８
日�
、
富
良
野
看
護

専
門
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

　

名
（
女
子　

名
・
男
子
１
名
）

３４

３３

が
３
年
間
学
ん
だ
学
び
舎
を
後

に
し
ま
し
た
。

　

卒
業
式
は
、
開
式
の
辞
の
後

卒
業
証
書
授
与
が
行
わ
れ
、
能

條
校
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
手

渡
さ
れ
、
感
極
ま
っ
て
涙
を
流

す
卒
業
生
も
い
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
・
花
束
贈
呈
の
後
、

在
校
生
を
代
表
し
て
２
年
生
の

角
谷
朋
美
さ
ん
が
送
辞
で
、
卒

業
生
と
の
思
い
出
を
述
べ
、
そ

の
後
卒
業
生
を
代
表
し
て
渡
辺

智
子
さ
ん
が
答
辞
で
、
先
生
や

下
級
生
、
学
校
生
活
の
思
い
出

を
涙
な
が
ら
に
述
べ
ま
し
た
。

　

卒
業
生　

名
の
進
路
は
、
市

３４

内
の
病
院
に
就
職
す
る
方
が
６

名
、
市
外
の
病
院
に
就
職
す
る

方
が　

名
、
進
学
す
る
方
が
１

２７

名
で
す
。

ズズーームムアアッッププふふららのの
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ZOOM UP FURANO

親子で一緒に楽しい時間を
　

３
月
４
日�
、
文
化
会
館
で

行
わ
れ
、
生
涯
学
習
音
楽
指
導

員
の
米
澤
倫
子
さ
ん
・
松
本
ゆ

か
り
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、　
５５

組
１
１
０
名
の
親
子
が
コ
ン

サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
は
、
ピ
ア
ノ

や
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
演
奏
に
あ

わ
せ
て
、
手
拍
子
し
た
り
体
で

リ
ズ
ム
を
撮
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
中
に
は
、
音
楽
を
子
守

唄
に
し
て
気
持
ち
よ
く
寝
て
い

る
子
も
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
半

に
は
、
手
づ
く
り
の
マ
ラ
カ
ス

を
使
っ
て
み
ん
な
で
音
を
出
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

親
子
で
楽
し
む

コ
ン
サ
ー
ト

オリジナル作品を創ろう
　

２
月　

日
・
３
月
７
・　

日

２２

２１

の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
久
松

富
貴
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１６
　

参
加
者
は
、
講
師
の
説
明
を

真
剣
な
表
情
で
聞
き
、
第
１
回

目
・
２
回
目
で
お
皿
や
湯
飲
み

な
ど
を
創
り
、
３
回
目
に
は
釉

が
け
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
興
味
が

あ
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
初
め

て
な
の
で
あ
ま
り
う
ま
く
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
の
話
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

趣
味
の
陶
芸
教
室

誰もが気軽に、開かれた議会を
　

３
月　

日�
、
市
議
会
議
員

１７

会
が
主
催
す
る
議
場
コ
ン
サ
ー

ト
が
昼
休
み
を
利
用
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

４
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、

文
化
会
館
で
サ
ー
ク
ル
活
動
を

し
て
い
る
大
正
琴
美
音
の
会
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
と
能
登
み
き
ひ
ろ

さ
ん
を
迎
え
、「
ヴ
ィ
バ
ル
デ
ィ

の
四
季
よ
り
春
」、「
川
の
流
れ

の
よ
う
に
」
な
ど
を
演
奏
し
、

会
場
に
訪
れ
た
市
民
に
、
す
ば

ら
し
い
音
色
を
聞
か
せ
ま
し
た
。

　

議
場
に
来
て
い
た
市
民
か
ら

は
「
こ
の
よ
う
な
企
画
が
あ
る

と
議
会
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

第
４
回

議
場
コ
ン
サ
ー
ト

日本の伝統的な文化や加工技術を学ぶ
　

３
月　

日�
、
生
涯
学
習
セ

１０

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、　

名
が
参

３４

加
し
、
仁
井
富
蔵
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
煉
っ
た
も
の
を
使
い
、

形
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
師
が
見
本
を

作
る
ご
と
に
歓
声
を
上
げ
、
馴

れ
な
い
作
業
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
５
品
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
梶
展
子
さ
ん
は
、

「
今
回
の
和
菓
子
づ
く
り
は
、季

節
感
が
あ
り
、
春
が
来
た
よ
う

な
、
わ
く
わ
く
し
た
気
分
に
な

り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

プ
ロ
に
学
ぶ

和
菓
子
教
室
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Tadanao Takada

 はつらつ　はたらく若者

 
表
彰  
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�
準
優
勝

�
チ
ー
ム
名
『
新
光
町
の
乙
女
』

永
野　

沙
織　

さ
ん

（
富
良
野
東
中
学
校
２
年
生
）

伊
藤　

歩　
　

さ
ん

（
富
良
野
東
中
学
校
２
年
生
）

長
屋　

未
央　

さ
ん

（
富
良
野
西
中
学
校
１
年
生
）

畑
中　

あ
ゆ
子
さ
ん

（
富
良
野
東
中
学
校
１
年
生
）

　

２
月　
�
日
に
行
わ
れ
た
第
７

２９

回
北
海
道
子
ど
も
会
か
る
た
大
会

で
、
上
川
支
庁
地
区
代
表
と
し
て

出
場
し
、
見
事
準
優
勝
に
輝
く
。

　　　　　写真の応募・問合せ先
市役所総務部企画振興課
富良野市弥生町１番１号

�３９‐２３０４

われら  ふらの人
ふらのの元気！を紹介します！

じ　　　ん

第
７
回

北
海
道
子
ど
も
会
か
る
た
大
会

　市役所に就職して５年目になります。
高校時代は、バイト経験も少なく不安もありま
したが、先輩に恵まれ、楽しく仕事をしていま
す。
　趣味はバレーボールとボーリングで、バレー
ボールは職場のチームに所属しています。ボー
リングは、小学生の頃から始め、今までに何度
かパーフェクトを出したこともあります。
　今後、異動で他の部署に移るかもしれません
が、市民のみなさんの力になれるよう努力しま
す。

渡辺 克昌さん
２２歳　幸町　公務員

わたなべ かつまさ
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寄
付  
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

富
良
野
市
へ

深
尾　

悦
雄
（
栄
町
）

金　

万
円

１０

木
田　

隆
一
（
千
葉
県
）金　

万
円

２０

養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
光
園
へ

北
海
道
電
力�
富
良
野
営
業
所

タ
オ
ル　

１
０
０
本

幕
田　

清
吉
（
東
町
）

缶
ジ
ュ
ー
ス　

３
箱

曹
光
寺 
安
達　

智
勝
（
山
部
）

み
か
ん　

２
箱

邦
楽
研
究
会
一
同

会
長 
加
藤　

渓
山（
南
富
良
野
町
）

落
花
生　

１
箱

長
井　

健
・
恵
美

中
根　

伸
也
（
兵
庫
県
）

缶
ジ
ュ
ー
ス　

２
箱

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

佐
野　

雪
子
（
美
瑛
町
）

ニ
ン
テ
ン
ド
ー

ゲ
ー
ム
ウ
ォ
ッ
チ
「
オ
ク
ト
パ
ス
」

―
敬
称
略
―

豆
雛
箱
の
眠
り
も
二
人
き
り

手
代　

満
恵

雪
解
急
目
玉
ひ
ろ
げ
て
道
路
鏡

山
田　

無
月

病
身
の
齢
八
十
春
待
て
り

武
部　

佳
城

憚
ら
ず
青
春
謳
歌
猫
の
恋

上
坂　

睦
美

一
樹
だ
け
お
ほ
ら
か
に
あ
り
春
日
影

武
内　

昭
子

路
地
裏
に
ひ
と
り
身
を
寄
せ
目
刺
焼
く

木
戸　

美
星

木
蓮
の
新
芽
に
こ
ん
も
り
雪
の
花

照
る
温
も
り
に
コ
ロ
リ
ン
と
落
つ

村
上　

ユ
ミ

歳
月
は
惜
し
ま
ず
老
い
に
も
恵
み
呉
れ

天
寿
一
つ
又
授
か
り
ぬ

川
西　
　

肇

招
待
も
せ
ぬ
に
の
こ
の
こ
玄
関
に

ワ
ラ
ジ
虫
顔
出
す
啓
蟄
の
朝

宮
田
美
和
子

雪
原
に
強
風
が
な
せ
る
風
紋
は

年
輪
の
ご
と
砂
丘
の
ご
と
く

山
内　

千
代

掌
に
こ
の
雪
片
の
熱
か
り
き

息
ひ
そ
め
待
つ
万
の
芽
思
へ
ば

近
藤
富
貴
子

わんぱくざかりお子さんの写真を
募集しています！

おばあちゃんに買ってもらったおひな様で
す！みんなでお祝いしました�

齊藤  美 羽   さん 　１歳　西町
み う

今月で１歳になります。
ワンワンとアンパンマンが大好き�

坂口  舞 奈   さん 　１１カ月　錦町
まい な
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地
方
税
な
ど

改
正
さ
れ
ま
す

く
ら
し

　

平
成　

年
度
の
募
集
計
画
を
お

１６

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
第
１
回　

５
月　

日
〜　

日

１０

２１

◆
第
２
回　

７
月　

日
〜　

日

１２

２３

◆
第
３
回　

９
月　

日
〜　

日

１３

２４

◆
第
４
回　
　

月
８
日
〜　

日

１１

１９

◆
第
５
回　

２
月
７
日
〜　

日
１８

　

住
宅
の
応
募
条
件
な
ど
の
詳
細

は
随
時
広
報
ふ
ら
の
で
お
知
ら
せ

市
・
道
営
住
宅

入
居
者
募
集
計
画

し
ま
す
。

�問
 

都
市
建
築
課
建
築
住
宅
係

�
３
９
‐
２
３
１
６

Information
くらしの情報

今
月
の
手
続
き       
卯
月 

国
民
年
金

裁
定
請
求

転
入
・
転
出
の

届
出

昭
和　

年
４
月
生
ま
れ
（　

歳
）
の
方

１４

６５

�
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
預
金
通
帳

　

戸
籍
謄
本
・
住
民
票
謄
本

�
市
役
所
③
番
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　

日
以
内
に
届
出
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

１４

４月

バイオソイルの市民還元
�配付量　　一世帯一袋（約７�）
�方　法　　下記の日程で町内会に配布します。希望する方は、各町内
　　　　　　会長に申し込んでください。（申し込み用紙を回覧します）
�申込期限　４月２８日�水 まで

　　 配　 布　 町　 内　 会　 　
配布日

　　 午　 　 後　 　　　 午　 　 前　 　
山部市街（９・１３町内以外）
山部北星
緑町・南町・扇町

東山市街・樹海中教員住宅
西達布市街・老節布市街
麓郷市街・布礼別市街・布部市街
上五区教員住宅・山部９・１３町内

５月１８日
�火 

桂木町・西町・新富町
弥生町・西、東学田二区
学田一区

若葉町・栄町・北の峰町・島の下
市街・学田三区・中御料親睦会
下御料

５月１９日
�水 

幸町・末広町・若松町
日の出町

本町・朝日町・春日町
東町

５月２０日
�木 

麻町全域
西扇山の２（非農家）
東鳥沼の１（非農家）

花園町・錦町・新光町・住吉町　
瑞穂町５月２１日

�金 

�リサイクルセンター　　�４２‐２１０２

A
pril

　

国
の
三
位
一
体
改
革
の
一
環
と

し
て
税
源
移
譲
が

実
施
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、所
得
税
お

よ
び
市
民
税
が
改

正
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の

１６

主
な
改
正
点
は
、市

民
税
の
均
等
割
の

税
額
が
次
の
と
お

り
改
正
に
な
り
ま

す
。

改正後現　行
３,０００円２,０００円市　民　税
１,０００円１,０００円道　民　税
４,０００円３,０００円合計年税額

�問
 

税
務
課
市
民
税
係

�
３
９
‐
２
３
０
２

春
の
火
災
予
防
運
動

★
統
一
標
語

そ
の
油
断　

火
か
ら　

炎
へ　

災
い
へ

★
期　

間　

４
月　

日
〜　

日

２０

３０

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ん
の

火
災
予
防
に
つ
い
て
今
一
度
確
認

し
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

◎
火
災
は
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

と
、
家
族
・
ご
近
所
の
協
力
体
制

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
、
万
が
一
の
場
合
の
協
力
体
制

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

�
３
つ
の
習
慣

�
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る

�
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

�
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

�
４
つ
の
対
策

�
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

�
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す

る
�
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る

�
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る

地
域
ぐ
る
み
で
協
力
し
あ
い

火
災
・
放
火
の
な
い
環
境
づ
く
り

に
心
が
け
ま
し
ょ
う

火
事
と
救
急
・
救
助
は

１
１
９
番

�問
 

消
防
本
部�

２
３
‐
５
１
１
９
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電　　　話　　　番　　　号　　　案　　　内
�２３-３２９２スポーツセンター

�３９-２３１３
　技術審査課
　幹線道路整備推進課
　都市整備課

市役所１階

�２２-３００５図書館�３９-２３００　総務課

�４２-２４０７生涯学習センター�３９-２３０６　財政課

�２２-２００１ふれあいセンター�３９-２３０１　市民課　

�２３-５１１９消防本部市役所３階�３９-２３０２　税務課

�３９-１１６６女性センター
消費生活センター

�３９-２３２２　議会事務局　�３９-２３０８　環境リサイクル課

�３９-２３２５　監査委員事務局�３９-２３２１　会計課

�４２-２７２９寿光園�３９-２３２４　選挙管理委員会　

�３９-２２１５地域福祉センター保健センター

�２２-２０９１母子通園センター�３９-２２００　保健課市役所２階

�３９-０３３３演劇工場�３９-２２５５　介護保険課�３９-２３０４　企画振興課

�２２-５５１０看護専門学校�３９-２２１１　福祉課�３９-２３０９　農林課

�２２-３２４２ワイン工場�３９-２２２３　児童家庭課�３９-２３２３　農業委員会

�２３-１１５６チーズ工房�４２-２１２１山部支所�３９-２３１２　商工観光課

�４２-３４４５太陽の里�２７-２１２１東山支所�３９-２３１７　上下水道課

�２２-５７００ハイランドふらの�３９-２３２０教育委員会�３９-２３１５　中心街対策課

�２３-４１５５ワインハウス�２３-３５４５文化会館�３９-２３１６　都市建築課

 Information くらしの情報

児
童
手
当
は
小
学
校
第
３

学
年
修
了
前
ま
で
拡
大

　

現
在
、
義
務
教
育
就
学
前
の
お

子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
て
い
る
児
童
手
当
は
、
4

月
1
日
か
ら
対
象
年
齢
が
小
学
校

第
３
学
年
修
了
前
（
９
歳
到
達
後

最
初
の
年
度
末
）
ま
で
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
対
象

と
な
る
お
子
さ
ん
（
平
成
７
年
４

月
２
日
〜
平
成
９
年
４
月
１
日
に

生
れ
た
子
）
の
い
る
家
庭
に
は
、

請
求
書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

期
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成　

年
度
小
学
校
入
学

１６

児
童
の
保
護
者
の
方
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。（
４
月
以
降
も
引
き
続
き

支
給
さ
れ
ま
す
）

◆
支
給
月
額

第
一
子
・
第
二
子　

５
０
０
０
円

第
三
子
以
降　
　

１
０
０
０
０
円

◆
支
給
月　

２
・
６
・　

月
１０

◆
所
得
制
限
額

所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
期
日　

９
月　

日�
ま
で

３０

「
児
童
手
当
認
定
請
求
書
」ま
た
は

「
額
改
定
請
求
書
」に
必
要
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
期
間
内
に
申
請
し
た
場
合

に
は
、
４
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
給
さ
れ
ま
す
が
、　

月
１
日

１０

以
降
の
申
請
は
、
申
請
し
た
月
の

翌
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
な
書
類

�
印
鑑

�
預
金
通
帳
な
ど
（
郵
便
局
以
外

の
請
求
者
本
人
の
振
込
金
融
機
関

名
・
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
）

�
年
金
加
入
証
明
書
（
国
民
年
金

以
外
の
方
は
勤
務
先
で
証
明
し
て

も
ら
い
ま
す
）

�
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
（
平

成　

年
１
月
１
日
に
富
良
野
市
に

１５
住
所
が
な
か
っ
た
方
は
、
前
住
所

地
の
市
区
町
村
役
場
か
ら
こ
の
証

明
書
を
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
）

◆
提
出
先

市
民
課
医
療
給
付
係
（
市
役
所
１

階
２
番
窓
口
）・
山
部
支
所
・
東
山

支
所

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
請

求
用
紙
が
届
か
な
い
方
、
内
容
に

つ
い
て
不
明
な
点
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

�問
 

市
民
課
医
療
給
付
係

�
３
９
‐
２
３
０
１

必要な手続き
公
務
員
の
場
合

　

勤
務
先
で

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い

児
童
手
当
を
受
け
て
い
な

い
が
、
小
学
校
第
３
学
年
修

了
前
の
子
が
い
る

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
て
、
小
学
校
第
３
学
年
修

了
前
の
子
が
い
る

　
「
認
定
請
求
書
」
を

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
「
額
改
定
請
求
書
」
を

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い

消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
音
が

２
種
類
に
変
わ
り
ま
す

�
火
災
の
と
き
は
…
…
「
ウ
ー

ウ
ー
・
カ
ン
カ
ン
カ
ン
」

�
救
助
な
ど
（
火
災
以
外
）
の
と

き
は
…
…
「
ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー
」

　

富
良
野
地
区
消
防
組
合
で
は
、

４
月
１
日
か
ら
消
防
車
の
サ
イ
レ

ン
音
を
２
種
類
に
分
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
消
防
車
の

出
動
が
火
災
の
み
な

ら
ず
、
救
助
出
動
や

警
戒
出
動
な
ど
多
様

化
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
携
帯
電
話
の
普
及
も
あ
っ

て
消
防
車
の
出
動
時
に
「
今
の
サ

イ
レ
ン
音
、
何
で
す
か
？
」
と
い

う
一
般
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
や
、

１
１
９
番
で
の
問
い
合
わ
せ
が
非

常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
市
民
の
み
な
さ
ん
に
少
し
で

も
安
心
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
火

災
出
動
時
と
救
助
出
動
・
そ
の
他

出
動
の
２
種
類
に
な
り
ま
し
た
。

�問
 

消
防
本
部�

２
３
‐
５
１
１
９
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■
く
ら
し

募
集

林
野
火
災
予
防
対
策

�問
 

消
防
本
部�

２
３
‐
５
１
１
９

　

林
野
火
災
は
、
そ
の
多
く
が
消

火
用
水
の
確
保
や
機
械
の
搬
入
が

難
し
い
山
間
部
で
発
生
す
る
た
め
、

消
火
作
業
に
多
く
の
労
力
を
要
す

る
ほ
か
、
復
旧
に
も
多
く
の
時
間

や
経
費
を
費
や
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

春
…
こ
の
季
節
は
、
空
気
が
乾

燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季

で
す
。
ま
た
、
雪
が
解
け
て
山
菜

な
ど
が
豊
富
に
採
れ
る
時
季
で
た

く
さ
ん
の
入
山
者
が
出
て
き
ま
す
。

・
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
4

月
か
ら
6
月
は
「
危
険
期
間
」
で

す
。

・
異
常
乾
燥
が
続
き
林
野
火
災
発

生
の
危
険
が
あ
る
と
き
は
、
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
、
注
意
を
呼
び
か

け
ま
す
。

・
危
険
期
間
中
の
火
入
れ
は
極
力

避
け
、
で
き
る
限
り
他
の
時
期
に

行
い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
許
可
を

得
て
や
む
を
得
ず
火
入
れ
を
す
る

場
合
は
、
火
入
れ
方
法
、
許
可
付

帯
条
件
を
守
り
、
火
入
れ
跡
地
は

完
全
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

・
ご
み
焼
き
に
つ
い
て
は
、
林
野

内
外
を
問
わ
ず
法
律
に
よ
り
禁
止

さ
れ
て
い
る
の
で
行
わ
な
い
こ
と
。

・
山
菜
採
り
な
ど
で
入
山
し
た
い

場
合
は
許
可
が
必
要
で
す
。
森
林

所
有
者
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

富
良
野
弥
栄
太
鼓

少
年
部

◆
対　

象　

小
学
３
年
〜
中
学
３

年
ま
で
の
児
童
・
生
徒

◆
練
習
日　

毎
週
土
曜
日

午
後
６
時　

分
〜
８
時

３０

◆
練
習
場
所　

郷
土
芸
能
伝
習
館

◆
申
込
期
限　

５
月　

日
ま
で

３１

◆
そ
の
他　

一
般
（
お
と
な
）
の

メ
ン
バ
ー
も
募
集
し
て
い
ま
す

読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
す

み
れ
の
会
」
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
７
カ
月
検
診
会
場
で
、
赤
ち
ゃ

ん
や
お
母
さ
ん
に
絵
本
の
楽
し
さ

を
紹
介
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
や
絵
本
が
好
き
と
い
う

方
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

�問
 

図
書
館　
�
２
２
‐
３
０
０
５

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
員

試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
と　

き　

５
月　

日�
２３

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市

◆
受
付
期
間

　
　
　
　

４
月
７
日�
〜　

日�
１５

◆
そ
の
他　

受
験
願
書
は
、
消
防

本
部
・
各
支
署
・
出
張
所
に
あ
り

ま
す
。

�問
 

消
防
本
部　�

２
３
‐
５
１
１
９

◆

対　

象　

市
内
の
小
学

３
年
〜
６
年

の
男
子
児
童

（
２
年
以
下
の

児
童
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

◆
練
習
日　

毎
週
水
曜
日

午
後
７
時　

分
〜
８
時　

分

１０

４０

※
水
曜
日
以
外
に
練
習
場
所
を
確

保
で
き
れ
ば
週
２
回
に
移
行
予
定

◆
と
こ
ろ　

扇
山
小
学
校
体
育
館
（
予
定
）

◆
活
動
期
間　

５
月
〜
来
年
４
月

◆
募
集
人
員　
　

名
程
度

１０

◆
会　

費　

１
万
２
千
円（
年
額
）

�問
 

吉
尾
徳
正
さ
ん　

�
０
９
０
‐
７
６
４
３
‐
４
２
２
６

４月１日から建ぺい率・容積率が変わりました

地域①
建ぺい率　３０％
容積率　　５０％

地域②
建ぺい率　６０％
容積率　  ２００％

用途地域が指定されてい
る土地は変更ありません。

 

�問 都市建築課都市計画係
　�３９‐２３１６

くらしの情報  Information
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くらしの情報 Information

「
わ
が
村
は
美
し
く
―

北
海
道
」
運
動

　

道
内
各
地
の
農
山
漁
村
地
域
で

地
域
の
魅
力
と
活
力
を
高
め
よ
う

と
す
る
住
民
主
体
の
活
動
を
支
援

し
、
北
海
道
の
農
山
漁
村
地
域
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
わ
が
村
は
美
し
く
―
北
海

道
」
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

運
動
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
優
れ
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
な
ど
を
表
彰

す
る
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

◆
応
募
期
間　

４
月
１
日
〜
５
月　

日
３１

◆
応
募
対
象
部
門

�
景
観
部
門

農
山
漁
村
に
お
け
る
景
観
形
成
活

動
で
、
集
落
共
同
体
の
活
性
化
や

個
性
的
で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

に
寄
与
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の

◎
説
明
会

◆
と　

き　

４
月　

日�
２４

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館

※
入
団
希
望
者
は
、
必
ず
説
明
会

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

�問
 

岡
田
さ
ん　�

３
９
‐
２
３
２
１

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

ト
ラ
イ
ア
ル
事
業

　

演
劇
工
場
を
舞
台
に
あ
な
た
も

イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
ト
ラ
イ
ア

ル
事
業
と
は
？

　

演
劇
工
場
を
活
用
し
、
地
域
文

化
の
振
興
を
は
か
る
べ
く
イ
ベ
ン

ト
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
個
人
、

ま
た
は
団
体
を
支
援
し
、
市
民
の

イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
能
力
の

向
上
を
図
る
制
度
で
す
。
ふ
ら
の

演
劇
工
房
が
一
般
市
民
よ
り
事
業

を
公
募
し
、
工
房
審
査
委
員
会
が

選
抜
し
ま
す
。

◎
制
度
の
内
容

◆
主　

催　

ふ
ら
の
演
劇
工
房

◆
特　

典　

工
場
お
よ
び
備
品
の

使
用
料
を
免
除
。
ポ
ス
タ
ー
、
チ

ケ
ッ
ト
、
そ
の
他
の
配
布
物
の
製

作
、
公
演
時
に
お
け
る
音
響
・
照

明
・
舞
台
技
術
に
関
し
て
も
基
本

的
に
無
料

◆
そ
の
他
の
費
用　

事
業
申
請
者

負
担
（
事
業
収
益
か
ら
諸
経
費
を

差
し
引
き
、
利
益
が
生
じ
た
場
合
、

利
益
の　

％
を
ふ
ら
の
演
劇
工
房

５０

に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

◆
締
め
切
り　

４
月　

日�
ま
で

３０

※
申
請
は
指
定
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
希
望
事
業
公
演
日

の
６
カ
月
前
に
ふ
ら
の
演
劇
工
房

事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

�問
 

ふ
ら
の
演
劇
工
房

�
２
２
‐
３
８
０
０

�
地
域
特
産
物
部
門

農
山
漁
村
に
お
け
る
、
地
域
で
生

産
さ
れ
る
農
林
水
産
物
を
利
用
し

た
「
特
産
品
」
と
い
わ
れ
て
い
る
、

主
な
加
工
品
の
生
産
活
動
で
、
集

落
共
同
体
の
活
性
化
や
個
性
的
で

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
し

よ
う
と
し
て
い
る
も
の

�
人
の
交
流
部
門

農
山
漁
村
に
お
け
る
地
域
外
部
の

人
々
と
の
交
流
活
動
で
、
集
落
共

同
体
の
活
性
化
や
個
性
的
で
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
し
よ
う

と
し
て
い
る
も
の

�問
 

旭
川
開
発
建
設
部　

�
０
１
６
６
‐
２
４
‐
２
１
３
１

市民還元ワイン引替中
ふらのワイン赤を割引価格税込
９００円で販売しています。
◆引替期間　４月２５日�まで
※赤ワインについての魅力やレ
シピを紹介したチラシを配布し
ます。興味のある方はご連絡くだ
さい。
�問 ワイン工場　�２２‐３２４２

防火対象物定期点検報告制度について

�問  消防本部予防課予防係　　�２３‐５１１９

　平成１３年９月に発生した新宿歌舞伎町ビル火
災などを受け、消防法が大幅に改正されました。

◎主な改正点
�消防法令違反の是正の徹底を図るため、立入検
査および措置命令に係る規定の整備
�防火管理の徹底を図るため、防火対象物定期点
検報告制度が新設
�避難上必要な施設などの管理が義務付け
�罰則の強化
・防火対象物定期点検報告の新設
　平成１５年１０月から既に開始されていて、一定の
　基準に該当する防火対象物の管理について権
　げんを有するものは、防火対象物点検資格者に
　防火管理上必要な業務などについて点検させ、

　消防長または署長に報告することが義務付け
　られました。
・点検によって基準が充たされていると点検済の
　表示を付することができます。
・この制度と消防用設備等点検報告制度は異なる
　制度で、この制度の対象となる防火対象物では
　両方の点検および報告が必要になることがあ
　ります。

◎点検報告義務がある防火対象物
　主として不特定多数の人が出入りする用途に
使われる建物（劇場・遊技場・飲食店・物品販売
店舗・ホテル・病院など）で、３０人以上収容でき
るもので、階段が１つのもの及び３階以上の階ま
たは地下にその用途が存在するもの



こうほう 2004.4 26

くらしの情報  Information
■
募
集

イベントボランティアスタッフ募集！　あなたの力をイベントにぶつけてみませんか？

と　き　６月２６日�土 １０時～１８時　２７日�日 ９時～１６時
ところ　生涯学習センター

～ちいさなまちの ちいさな工房～
クリエーターズ・ボックス 新企画

■募集区画数／出展料
　４０ボックス（１ボックス高さ４０×幅５０×奥行き３０cm）　１ボックス１,０００円（２日間）

■出展条件
　手づくりクリエーターとしての１歩を踏み出したい人、ボックスを使って自分の作品を自由に表現
　してみたい人、出展者本人のオリジナル作品であれば、誰でも出展できます。

■出展形式／出展例
　ボックスの中に、作品・作品の写真集・パンフ・名刺などを置いて自分だけの特別な空間を作りま
　す。家具などの大型作品を写真集でＰＲしたり、ポストカードや小物などを郵送で出展できます。　
ジャンルは問いません、自由で楽しいボックスを作ってください。

■募集区画数／出展料
　右表のとおりです

■出展条件
　１８歳以上で、出展する作品が出展者本人のオリジナル
　作品であれば、学生・プロ・アマチュアを問わず誰で
　も出展できます。（２日間出展できる方に限ります）

■出展例
　服・バッグ・Ｔシャツ・リング・ビーズ・キーホルダー・ネイルアート・イラスト・ポストカード・
　写真・絵画・マンガ・似顔絵・ＣＧ・ウェブアート・照明・家具・革製品・ガラス・編み物・染織
　物・木工・陶芸・彫刻　その他自分を表現できるもの

～創るひとの祭典～
クリエーターズ マーケット

金額
（２日間）区画数ブ　　ー　　ス

３,０００円
４０

展示販売ブース
（パネルなし）２.７×１.８ｍ

１０
展示販売ブース

（パネルあり）２.７×１.８ｍ

４,０００円１０
体験コーナー専用ブース

２.７×３.６ｍ

～こだわりの逸品～
食のクリエーター

■募集区画数／出展料
　１０区画（１区画３×２ｍ）１区画 ３,０００円（１日間）
　※２日間の場合は６,０００円

■出展条件
　１８歳以上でプロ・アマは問いません。新商品または
　このイベント２日間だけの限定商品（ソフトドリン
　クのみの出展はできません）どちらか１日のみの出
　展も可能です。

申込み
①申込書に記入②郵送（締切 ５月１０日必着）③書類
選考④選考結果と案内文書発送（５月中旬）⑤電源な
どの詳細申し込み・出展料支払い（６月上旬）⑥会場
準備開始（３日前から）

※申込書に記入のえ「郵送」で申し込みください。申
し込み多数の場合は書類選考で出展者を決定します。
申込書は生涯学習センターへファックス・電話・電子
メールで請求してください。
問合せ　生涯学習センター  �４２‐２４０７  �３９‐６１６１
　　　　E-Mail  gakusen@city.furano.hokkaido.jp

生涯学習センターホームページ　http://www.city.furano.hokkaido.jp/museum/index.html
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相談日程の
掲載移動

相談日程の掲載が広報
からお知らせ版に移動
します。
次回からは毎月１５日発
行のお知らせ版に掲載
します。お間違えのない
ようにお願いします。

�代
 

大
久
保
さ
ん�
２
２
‐
１
８
９
５

�
東
部
幼
児
ク
ラ
ブ

�代
 

塚
谷
さ
ん�
２
３
‐
５
８
５
６

�
緑
町
幼
児
ク
ラ
ブ

�代
 

藤
田
さ
ん�
２
２
‐
１
２
２
９

�
桂
木
幼
児
ク
ラ
ブ

�代
 

城
宝
さ
ん�
２
２
‐
０
１
６
０

�
山
部
幼
児
ク
ラ
ブ

�代
 

斉
藤
さ
ん�
４
２
‐
２
４
２
６

�
東
山
幼
児
ク
ラ
ブ

�代
 

増
田
さ
ん�
２
７
‐
２
６
７
１

�
児
童
館
の
開
館
時
間

月
〜
金
曜　

午
後
１
時
〜
５
時

土
曜　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

※
４
月
１
日
〜
５
日
ま
で
は
新
年

度
準
備
の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
館
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�
緑
町
児
童
館

�
２
２
‐
３
３
７
０

�
北
の
峰
児
童
館

�
２
３
‐
４
８
０
４

�
麻
町
児
童
セ
ン
タ
ー

�
２
３
‐
２
９
７
７

�
桂
木
児
童
セ
ン
タ
ー

�
２
２
‐
３
７
９
２

�
東
部
児
童
セ
ン
タ
ー

�
２
３
‐
５
１
２
９

幼
児
ク
ラ
ブ
で
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
？

　

幼
児
ク
ラ
ブ
は
、
各
児
童
館
と

山
部
、
東
山
地
区
で
、
主
に
保
育

所
・
幼
稚
園
な
ど
に
通
っ
て
い
な

い
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、
週
に
1
回
〜
2
回
午
前
中
2

時
間
程
度
、
親
子
が
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
遊
ん
だ
り
、
育
児
の
情
報

交
換
を
し
て
い
る
自
主
的
サ
ー
ク

ル
で
す
。

　

一
緒
に
活
動
す
る
方
を
募
集
し

ま
す
。
申
込
は
各
代
表
ま
で

�
北
の
峰
幼
児
ク
ラ
ブ

�代
 

相
川
さ
ん�
２
２
‐
０
３
９
２

�
麻
町
幼
児
ク
ラ
ブ

こ
ど
も

　

放
課
後
や
学
校
が
休
み
の
日

（
日
曜
日
、
祝
祭
日
は
除
く
）
の
昼

間
に
、
保
護
者
が
不
在
と
な
る
児

童
を
対
象
に
児
童
館
に
併
設
し
て

い
ま
す
。
緑
町
学
童
保
育
セ
ン

タ
ー
以
外
は
、
ま
だ
定
員
に
余
裕

が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方

は
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�問
 

児
童
家
庭
課

�
３
９
‐
２
２
２
３

学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
の

申
込
は
お
早
め
に

◆
休
館
日

定
期
休
館　

毎
週
月
曜

祝
日
休
館　
　

日　

み
ど
り
の
日

２９ 図
書
館

整
理
休
館　
　

日�
３０

◆
今
月
の
行
事

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
映
画
・
手

づ
く
り
紙
し
ば
い
の
集
い

　

日�
　

午
前　

時　

分
か
ら

１０

１０

３０

◆
新
着
図
書

《
児
童
書
》

ひ
そ
ひ
そ
こ
そ
こ
そ

�作
 

武
鹿　

悦
子

う
き
う
き
し
た
ら

�作
 

ジ
ェ
ズ
・
オ
ー
ル
バ
ラ

ジ
ャ
ッ
キ
ー
の
お
せ
ん
た
く

�作
 

あ
だ
ち　

な
み

マ
リ
ア
探
偵
社
謎
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド

�作
 

川
北　

亮
司

《
一
般
書
》

妖
怪
と
い
わ
れ
た
男 
鳥
居
耀
蔵

�作
 

童
門　

冬
ニ

生
活
の
た
だ
中
の
神

�作
 

曽
野　

綾
子

と
お
く
は
な
れ
て
そ
ば
に
い
て

�作
 

村
上　

龍

残
虐
記

�作
 

桐
野　

夏
生

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
ま
た
は
ロ
メ

�作
 

佐
藤　

賢
一

あ
や
め　

蝶　

ひ
か
が
み

�作
 

松
浦　

寿
輝

マ
イ
・
ス
ウ
ィ
ー
ト
・
ホ
ー
ム

�作
 

富
谷　

千
夏

お
逢
い
子
テ
ル
ミ
ー

�作
 

栗
田　

有
起

※
他
に
も
新
刊
書
を
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。

�問
 

図
書
館　
�
２
２
‐
３
０
０
５

くらしの情報 Information

相談日程
�39-2301

市民相談室
９:00̃17:00

月曜日～金曜日
相続･離婚・交通事故・金銭・
セクハラなどをめぐる問題

日 常 市 民 相 談

�39-2301
市民相談室
10:00̃16:00

４/19�・５/10�
 行政相談委員 山下正秋

国や道の仕事への苦情や
要望など

行 政 相 談

�39-2301
（予約先）

市民相談室
11:00̃14:00

４/１１�
  小林　史人弁護士

弁護士（旭川弁護士会）に
よる専門相談（要予約）

無 料 法 律 相 談
(予約制)

�39-2301
市民相談室
10:00̃1５:00

６/１０�
税務相談官

税務相談官による国税に
関する相談

税 務 相 談

�39-2301
市役所ロビー
１１:００̃１６:３０

４/２０�
旭川社会保険事務所相談担当者

年金・保険などに関する
相談

社会保険事務相談

�39-2255
�39-2213

 保健センター２F 
いちい・やまべ
8:45̃17:15

月曜日～金曜日
(介護保険課）

在宅介護など高齢者に関
する相談

高齢者介護相談

�23-3525
（相談専用）

文 化 会 館
9:00̃16:00月曜日～金曜日

いじめ・非行など子どもの
教育に関する電話相談

教育何でも相談

�39-2223保健センター 2F
9:00̃16:00

月曜日～金曜日
(児童家庭課）

子育て、児童（虐待・不登
校など）に関する相談

家 庭 児 童 相 談

�39-221７
（相談専用）

いちい
9:00̃1７:00日曜日～金曜日

福祉・生活・金銭・就労な
ど日常生活に関わる問題

ふ れ あ い 相 談

�39-22２３保健センター 2F
9:00̃1７:00日曜日～金曜日育児に関わる相談育 児 相 談

一人で悩まず、困ったときは気軽にご相談ください

※
法
律
相
談
は
、
予
約
が
必
要
で
す
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くらしの情報  Information

最近のものであればテーマは自由募集写真

サービス判以上サ イ ズ
５月号…４月１５日�木 　
※６月号は５月１４日�金 

締め切り

①住所②氏名（ふりがな）③電話番号を
添えて持参、または郵送。応募方法

企画振興課・支所・カメラのサトー・カ
メラのフクシ・カメラのヤスダ・写真の
フタバ・写真工房ふらの・フォトセンター
ミムラ

提 出 先

写真は横撮り。デジタルカメラの場合は
プリントしたもので応募してください。
採用された方は、ネガ・メディアなどを
お借りします（ない場合は結構です）。
写真は返却します。

そ の 他

公募による審査委員が決定します。採用
者には六ツ切写真をプレゼントします。選 考

富良野市弥生町１番１号 市役所２階
企画振興課広聴広報係　
�３９‐２３０４　�２３‐２１２１

問 合 先

応 募 先

★
申
告
・
納
付
は
５
月　

日
ま
で

２０

　

こ
の
申
告
・
納
付
の
手
続
き
は
、

労
災
補
償
・
失
業
給
付
に
か
か
わ

る
重
要
な
手
続
き
で
す
。

　

期
限
ま
で
に
、
銀
行
・
郵
便
局

な
ど
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
ま
た

は
労
働
基
準
監
督
署
に
申
告
・
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

�問
 

旭
川
労
働
基
準
監
督
署

�
０
１
６
６
‐
５
１
‐
６
１
０
１

労
働
保
険
年
度
更
新
の

手
続
き
は
お
早
め
に

学
生
の
た
め
の

納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

学
生
の
前
年
所
得
が
一
定
以
下

で
あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
免
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

こ
れ
に
基
づ
い
て
保
険
料
を
免

除
さ
れ
た
期
間
は
、
受
給
資
格
期

間
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
が
、　
１０

年
以
内
に
追
納
し
な
い
と
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
は
受
け
と
れ
ま
せ

ん
。
免
除
期
間
分
の
保
険
料
は
、

卒
業
後
就
職
し
て
収
入
を
得
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
忘
れ
ず
に
追

納
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
前
年
度
か
ら
引
き
続
き

学
生
納
付
特
例
を
希
望
す
る
場
合

も
、
毎
年
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

み
な
さ
ん
へ

　

平
成　

年
１６

４
月
期
の
年

金
が
４
月
９

日
か
ら
受
け

取
れ
ま
す
。

　

年
金
を
受

け
取
っ
た
後
、

市
役
所
に
証

書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 年

金

保
険
料
の
お
支
払
い
は

お
忘
れ
な
く

�問
 

市
民
課
国
保
年
金
係

�
３
９
‐
２
３
０
１

そ
の
他

P
R
T
R
法
の
お
届
け
は

お
済
み
で
す
か

　

４
月
１
日
か
ら
、
P
R
T
R
法

（
化
学
物
質
排
出
把
握
管
理
促
進

法
）
に
基
づ
く
新
た
な
届
出
が
始

ま
り
ま
す
。
P
R
T
R
制
度
は
、

事
業
者
の
適
切
な
化
学
物
質
の
管

理
を
促
し
、
環
境
汚
染
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
事
業
所
か
ら
環
境
に

排
出
さ
れ
る
有
害
な
化
学
物
質
の

排
出
量
を
事
業
者
自
ら
が
把
握
し

て
、
国
に
届
け
出
る
制
度
で
す
。

下
記
の
要
件
に
該
当
す
る
事
業
者

の
方
は
、
平
成　

年
度
の
排
出
量

１５

を
６
月　

日
ま
で
に
、
事
業
所
の

３０

所
在
す
る
支
庁
に
届
出
て
く
だ
さ

い
。

◎
対
象
物
質　

ト
ル
エ
ン
・
ベ
ン
ゼ
ン
・
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
な
ど
３
５
４
種
類
の
化

学
物
質

◎
対
象
事
業
者

�
燃
料
小
売
業
・
製
造
業
・
廃
棄

物
処
分
業
な
ど　

業
種
を
営
む
事

２３

業
者

�
常
用
雇
用
者
数
が　

人
以
上
の

２１

事
業
者

�
年
間
に
１�
（
発
ガ
ン
性
物
質

は
０
.
５�
）
以
上
の
対
象
化
学

物
質
を
取
り
扱
う
事
業
者
な
ど

�問
 

上
川
支
庁
環
境
生
活
課

�
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
１
１
１

臨時休館のお知らせ

４月１９�・２０日�
（２日間）
※機械設備点検のため、
休館します。

�問 ハイランドふらの　
�２２‐５７００

「はぎの実をついばむオオマシコ」
三瓶晃さん撮影

広報表紙写真
審査する方を募集！
市民が応募した写真を

市民が審査
市民が応募した写真を審査する
「広報表紙選考審査委員会」の委
員を募集します。
�人　数　　４名
�任　期　　広報５月号
　　　　　　～来年３月号まで
�応募条件　２０歳以上の市民で、
　　　　　　月１回３０分程度の
　　　　　　委員会にボラン　
　　　　　　ティアで出席でき
　　　　　　る方
�締め切り　４月１６日�まで
�応募方法　�住所�氏名（ふ
　　　　　　りがな）�年令�
　　　　　　電話番号を記入し、
　　　　　　はがき、FAXでお
　　　　　　申込ください。
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女
性
は
、
毎
月
の
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
変
化
、
妊
娠
・
出
産
、
更
年

期
と
い
っ
た
か
ら
だ
の
内
側
の
環

境
が
変
化
し
や
す
く
、
そ
れ
だ
け

で
も
つ
ら
い
の
に
、
仕
事
や
家
庭

で
の
外
部
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

も
あ
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
抵
抗

力
が
弱
ま
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

ス
ト
レ
ス
へ
の
抵
抗
力
が
弱
る
と
、

痛
み
な
ど
の
症
状
が
か
ら
だ
の
あ

ち
こ
ち
に
現
れ
る
不
定
愁
訴
、
不

眠
、
不
安
、
い
ら
い
ら
感
な
ど
が

現
れ
ま
す
。
こ
う
い
う
は
っ
き
り

し
な
い
症
状
を
自
律
神
経
失
調
症

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
悩
み
の
背
景
に
は
「
ス
ト
レ
ス

病
」
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

ほ
か
に
喘
息
や
胃
潰
瘍
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
動
脈
硬
化
な
ど
も
ス
ト

レ
ス
の
影
響
で
発
症
し
た
り
症
状

が
重
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

◎
女
性
の
外
部
か
ら
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
（
ス
ト
レ
ス
に
な
り
や
す

い
で
き
ご
と
）

　

代　

親
と
の
関
係
（
離
婚
・
別

１０居
な
ど
）、
友
人
関
係
、
教
師
と
の

関
係
、
成
績
な
ど

　

代　

親
か
ら
の
自
立
、
進
学
、

２０就
職
、
美
容
、
恋
愛
、
結
婚
、
妊

娠
、
出
産
、
夫
と
の
関
係
、
会
社

で
の
人
間
関
係
な
ど

　

代　

親
の
病
気
や
親
の
死
、
結

３０婚
、
妊
娠
・
出
産
、
育
児
、
子
ど
も

の
成
績
、
夫
と
の
関
係
、
会
社
で
の

人
間
関
係
、
仕
事
上
の
責
任
な
ど

　

・　

代　

親
の
病
気
や
看
護
、

４０

５０

親
の
死
、
自
分
の
病
気
、
夫
と
の

関
係
、
子
ど
も
の
自
立
、
親
戚
関

係
な
ど

◎
疲
れ
や
す
い
、
眠
れ
な
い
と
い

う
「
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
な
」
程
度

の
症
状
な
ら
、
十
分
な
休
養
を
と

り
、
散
歩
や
趣
味
な
ど
で
時
々
ス

ト
レ
ス
の
元
か
ら
離
れ
る
よ
う
に

す
る
だ
け
で
改
善
し
ま
す
。
で
も
、

自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
症

状
が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う
な
ら
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
休
養
指
針

�
生
活
に
リ
ズ
ム
を

睡
眠
時
間
・
食
事
時
間
・
自
由
時

間
な
ど
、
生
活
に
リ
ズ
ム
を
も
た

せ
、
休
養
を
取
り
入
れ
よ
う
。

�
ゆ
と
り
の
時
間
で
み
の
り
あ
る

休
養
を

無
理
な
く
長
続
き
の
で
き
る
休
養

の
し
か
た
を
、
工
夫
し
て
創
り
あ

げ
よ
う

�
生
活
の
中
に
オ
ア
シ
ス
を

健
康
で
活
力
あ
る
生
活
は
、
自
分

の
ま
わ
り
の
環
境
づ
く
り
か
ら

�
出
会
い
と
き
ず
な
で
豊
か
な
人

生
を

出
会
い
や
き
ず
な
は
自
己
の
社
会

的
活
力
の
再
発
見
や
養
う
契
機
に
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自
営
業
の
夫
の
店
に
、

　

大
手
電
話
会
社
を
名
乗

る
業
者
が
訪
ね
て
き
た
。「
電
話

代
が
安
く
な
る
」
と
言
わ
れ
、

電
話
機
の
リ
ー
ス
契
約
を
し
た
。

後
で
よ
く
契
約
書
を
見
た
ら
、

契
約
期
間
が
７
年
間
で
、
支
払

い
総
額
は
購
入
し
た
ほ
う
が
安

か
っ
た
。
ま
た
、
大
手
電
話
会

社
に
よ
る
と
、
そ
の
業
者
と
は

関
係
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

月
々
の
リ
ー
ス
料
も
高
額
な
の

で
解
約
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、

高
額
な
解
約
料
を
請
求
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。

　

個
人
商
店
な
ど
の
自
営

　

業
の
方
の
電
話
機
・
F

A
X
な
ど
の
リ
ー
ス
契
約
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
契
約
者
が
個
人
で
は
な

く
事
業
者
に
な
っ
て
い
る
と
、

特
定
商
取
引
法
が
適
用
さ
れ
な

ＱA

い
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
で
き
ま
せ
ん
。
リ
ー
ス
契
約

で
は
、
こ
れ
に
乗
じ
た
事
業
者

に
対
す
る
悪
質
な
販
売
行
為
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
リ
ー
ス
契

約
は
長
期
間
が
多
く
、
中
途
解

約
が
で
き
ま
せ
ん
。
解
約
す
る

と
契
約
で
定
め
ら
れ
た
違
約
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

事
例
は
、
２
日
前
に
契
約
し

た
ば
か
り
で
あ
り
、
セ
ー
ル
ス

ト
ー
ク
に
明
ら
か
に
嘘
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
内
容
証

明
郵
便
で
解
約
を
申
し
出
る
よ

う
に
助
言
し
、
解
約
で
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
通
常
は
事
業
者
と

し
て
結
ん
だ
リ
ー
ス
契
約
は
、

簡
単
に
解
約
で
き
ま
せ
ん
。
契

約
す
る
時
は
契
約
書
を
よ
く
読

み
、
十
分
に
検
討
し
た
う
え
で

契
約
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

消
費
者
相
談 
Ｑ
＆
Ａ
電
話
機
の
リ
ー
ス
契
約
を
し
た
が

ダイヤル交換市
捨てる前にちょっと考えてみませ
んか？
あなたのいらなくなったものを必
要としている人がいます。
◆登録・希望は随時受け付けます。
◆登録期間は６カ月です。

�譲ります�
�こども用自転車（２２�、２４�）�
足ぶみ器�食器乾燥機�エレク
トーン�シングルベッド�折りた
たみ座椅子�赤ランドセル�２段
ベッド�０～１歳児用洋服一式

�譲ってください�
�はた織機�工業用ミシン�ベ
ビーベッド�デジタルカメラ�２
段ベッド�剣道防具一式�アップ
ライトピアノ�おむつカバー�風
呂釜

�消費生活センター　　�３９‐１１６６
�月～金曜日　午前１０時～午後４時

※相談窓口・ダイヤル交換市は



親子で楽しむコンサートの一コマ
手づくりのマラカスで遊ぶ子どもの表情を取りました

発行/富良野市
編集/総務部企画振興課広聴広報係
〒076-8555 富良野市弥生町1番1号
� ３９-２３０４　� ２３-２１２１
富良野市ホームページ　
http://www.city.furano.hokkaido.jp/
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こうほう                            平成16年4月号
                                                                       №５１１ ■読みやすい広報にするに

は、「余白」を上手に使うこ
とが大事だそうですが、こ
れがなかなか難しいです。
空白があるともったいない
と、つい何か入れたくなっ
てしまいます。（か）

■新年度になり広報紙を
ちょっと衣替えを…
リニューアルしてはみたも
ののまだまだ見やすい広報
紙とは言えないと思います
ので、ぜひみなさんの意見
をお聞かせください。（ひ）

◆◆◆ 編集後記


